
精

紳

力

學

楢
崎
淺
太
郎

現
代
に
於
け
る
心
理
學
に
、
從
來
の
内
釜
汰
の
外
に
實
騒
園
内
齪
法
．
實
験
法
、
測
定
法
、
統
計
法
等
聚
蓮
し
二
っ
て
、
心
理
學
的
研
究
の
頒
域
漸

次
に
嬢
大
言
ら
れ
陥
る
ε
典
に
、
心
理
學
的
概
念
漸
く
明
瞭
た
鋏
ぎ
、
心
理
學
な
る
知
識
の
殿
盤
に
異
質
的
な
う
も
の
＼
上
梓
ぜ
ら
る
・
に
至
つ

六
Q
こ
の
異
質
的
知
識
ほ
其
性
質
上
、
純
粋
内
観
的
知
識
、
こ
の
内
糊
的
知
識
亡
外
的
行
鋤
ε
の
交
渉
よ
り
な
る
解
繹
的
知
識
、
精
榊
活
動
の
爽
現

を
債
醗
に
關
係
ぜ
し
め
て
外
部
よ
り
見
六
ろ
精
畜
力
學
的
知
識
の
三
種
に
大
別
し
得
う
か
蜜
思
ふ
。
こ
の
第
…
に
凝
す
る
學
ば
、
著
者
の
内
凝
心
理

學
に
し
て
、
第
二
に
謝
す
る
に
一
般
人
類
の
男
芸
心
理
學
、
第
三
に
縢
す
る
の
も
の
に
一
般
人
類
の
精
御
幣
學
で
ば
あ
ろ
ま
い
か
、
〔
二
十
入
〕
ニ
ニ

ー
四
四
頁
）
。

画

2S9

　
私
は
嘗
て
本
誌
に
於
て
近
代
心
理
學
の
客
槻
的
方
法
の
絶
群
心
理
學
に
關
係
す
る
瓢
を
考
察

し
て
、
其
交
渉
す
る
ご
ビ
極
め
て
紗
き
を
説
き
（
〔
一
）
）
、
純
粋
心
理
學
の
主
要
な
る
研
究
法
は
實
鹸
的

内
槻
法
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
ε
を
、
警
吏
土
壁
展
の
事
實
ご
論
理
的
考
察
ε
の
こ
面
よ
り
論

結
し
（
〔
二
）
）
、
呼
子
的
方
法
は
あ
る
種
の
學
的
研
究
ご
し
て
沸
々
重
要
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
ε
蓮
べ

て
置
い
た
（
〔
三
〕
六
七
一
七
…
頁
）
o
　
純
粋
心
理
學
の
研
究
方
法
よ
り
騙
逐
せ
ら
れ
π
る
こ
の
甲
西
的
方

　
　
　
　
　
精
淋
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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哲
學
研
究
　
　
第
あ
U
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
⊥
」
ハ

法
が
、
如
何
な
る
彼
値
を
有
し
、
如
何
な
る
種
類
の
知
識
を
齎
し
、
如
何
な
る
性
質
の
油
壷
を
構
成
す

る
か
は
、
其
後
の
私
の
心
を
離
れ
な
か
っ
た
一
つ
の
烏
鳶
あ
る
問
題
で
あ
っ
π
。
私
は
今
こ
の
問

題
に
つ
き
て
の
私
見
を
、
客
親
的
方
法
螢
生
鞍
展
の
史
的
事
實
か
ら
少
し
く
述
べ
て
見
た
い
。
叙

述
の
趣
旨
を
貫
徹
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
結
語
を
前
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
近
代
心
理
學
に
於
け
る
廣

義
の
客
観
的
方
法
は
、
心
理
學
の
歴
史
に
未
だ
嘗
て
存
在
し
な
か
っ
た
一
種
の
新
科
學
即
ち
精
瀞

力
學
の
建
設
の
た
め
に
駿
現
し
登
達
し
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
い
ふ
一
事
で
あ
る
。

　
ヴ
ン
ト
は
現
代
に
於
け
る
眞
の
實
験
心
理
學
は
、
生
理
學
的
、
精
淋
物
理
學
的
，
心
理
心
的
の
三
段

階
を
経
て
今
日
の
状
態
に
達
し
π
る
も
の
こ
見
徹
し
、
生
理
學
的
、
精
神
物
理
學
的
方
法
帥
ち
私
の

所
謂
客
親
電
方
法
は
心
理
學
的
方
法
に
至
る
準
備
で
あ
っ
た
こ
解
し
て
居
る
（
〔
四
〕
一
六
四
頁
）
。
純
粋

心
理
學
の
螢
達
の
上
か
ら
見
る
な
ら
ば
之
等
の
客
槻
的
方
法
は
ヴ
ン
ト
の
云
ふ
が
如
く
に
實
験

的
内
心
法
に
至
る
準
備
マ
ハ
は
外
的
刺
戟
に
遇
ぎ
な
か
っ
た
こ
も
い
へ
や
う
。
け
れ
ざ
も
客
槻
的

方
法
其
者
の
蛮
生
螢
展
の
内
面
酌
生
命
を
探
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
客
槻
的
方
法
は
其
始
源
よ
り
既

に
純
粋
心
理
學
的
興
昧
ご
は
全
然
趣
き
を
異
に
す
る
他
の
興
昧
に
よ
っ
て
細
動
し
摩
っ
た
こ
ご

が
窺
は
れ
る
。
之
を
以
て
客
観
的
方
法
を
實
験
錦
心
踊
槻
法
へ
の
準
備
ご
の
み
見
る
は
、
其
生
命
に

徹
せ
ざ
る
皮
想
の
一
面
槻
で
あ
る
。
加
之
、
實
略
画
内
槻
法
が
客
面
的
方
法
よ
り
登
面
し
來
つ
た
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画
論
ず
る
ヅ
ン
ト
を
始
め
、
多
く
の
心
魂
心
理
學
者
の
見
解
も
、
叉
廣
く
斯
學
の
心
乱
を
顧
み
ざ
る

濁
臨
で
あ
る
。
既
に
カ
ッ
・
7
ル
の
指
摘
し
た
標
に
（
〔
五
〕
　
三
七
頁
宮
實
験
的
研
究
は
ロ
。
チ
エ
、
ヴ
ェ
ー

ベ
ル
、
フ
　
ヒ
子
ル
、
ヴ
ン
ト
等
か
ら
派
生
し
來
つ
た
の
で
は
な
く
し
て
、
其
蓮
源
は
遽
く
ア
リ
ス
ト

ー
ト
ル
に
登
し
、
近
世
に
於
て
は
ゴ
ェ
ー
テ
、
シ
ェ
レ
ー
に
現
れ
、
最
近
に
至
っ
て
、
ゴ
ル
ト
ン
、
ヴ
ン
ト
、

フ
ホ
ル
ケ
ル
ト
等
に
依
っ
て
高
潮
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
今
之
を
ご
、
三
の
事
實
に
基

き
謹
明
せ
ん
に
、
野
鼠
は
近
代
に
於
け
る
實
験
心
理
學
の
標
式
研
究
の
一
封
象
で
あ
っ
た
。
然
る

に
ア
リ
ス
ト
；
ト
ル
は
之
に
つ
き
て
既
に
軍
一
な
る
實
験
的
内
心
を
試
み
て
居
る
Q
　
閃
。
鴨
乱
蚕
ρ

タ
、
。
ε
ヨ
9
環
紛
2
ω
。
ω
8
ω
9
蕊
鑑
昌
σ
q
駐
ρ
夢
。
9
σ
q
ぎ
巴
ω
g
紹
銘
。
β
℃
窪
ω
翼
9
錺
。
・
隙
葦
μ
臼
μ
ノ
く
。
貯
籍
跨
。
津
夢
。

ω
甚
回
ε
9
自
霞
犀
。
ε
o
o
蛭
（
〔
六
〕
二
三
六
頁
）
o
爾
其
他
に
ア
ウ
グ
ス
ヲ
ィ
ン
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ブ
フ
フ
ォ
ン
、
ゴ

ー
テ
等
も
等
し
く
残
像
に
つ
き
て
の
内
槻
を
試
み
（
〔
五
〕
一
三
六
頁
）
、
叉
ゴ
ェ
ー
・
7
が
種
々
の
色
彩
硝
子

を
利
用
し
て
自
己
の
内
的
威
福
を
界
面
的
に
内
観
し
、
戚
情
に
及
ぼ
す
色
彩
の
影
響
を
研
究
し
た

る
こ
ご
は
何
入
も
熟
知
の
事
實
で
あ
る
。

　
之
等
の
學
者
の
適
用
し
た
る
研
究
法
は
、
何
れ
も
外
的
刺
載
の
墾
化
を
利
用
し
て
人
爲
的
に
意

識
現
象
を
感
化
せ
し
め
以
て
之
が
内
槻
を
試
み
た
る
も
の
な
れ
ば
、
ヅ
ン
ト
の
後
年
に
主
張
し
た

る
純
粋
心
理
露
払
云
云
の
典
型
ご
見
嘉
す
こ
ご
が
で
き
る
。
唯
ヴ
ン
ト
學
派
の
純
料
心
理
學
的

　
　
　
　
縮
淋
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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哲
學
研
究
　
第
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
入

實
験
は
、
之
等
の
先
笹
踊
の
影
響
ご
は
濁
立
に
、
當
時
の
批
判
的
精
漿
の
批
割
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
精

紳
物
理
學
的
實
験
か
ら
脱
化
し
た
も
の
で
あ
る
（
〔
二
〕
一
入
○
；
二
σ
二
頁
）
。
け
れ
ざ
も
心
理
學
の
一
般
的

登
達
史
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
實
験
遺
墨
槻
は
其
起
源
を
遠
き
過
去
に
胚
胎
せ
る
も
の
こ
云
は
ね
ば

な
ら
な
い
り
　
今
よ
り
約
百
年
以
前
に
一
記
さ
れ
た
る
セ
　
ン
ー
の
次
の
文
章
を
見
る
も
、
フ
　
ェ
ヒ
子
ル

の
精
紳
物
理
學
、
ヴ
ン
ト
の
實
験
心
理
學
の
任
務
に
治
す
る
圭
要
な
る
思
想
は
盤
く
、
こ
の
内
に
見

る
こ
ε
が
で
き
る
。

　
　
諺
8
巴
Φ
ヨ
剛
σ
q
窪
び
Φ
♂
腕
ヨ
a
導
σ
q
毒
鳥
舞
叶
a
毬
8
嵐
ぎ
σ
q
叶
。
爵
。
留
σ
q
お
o
o
h
鱒
8
ヨ
ぴ
ぼ
①
鳥
。
。
o
巴
Φ
o
h
ヨ
叶
2
の
津
ざ

　
儀
⊆
轟
ぼ
9
ポ
8
讐
お
図
ぼ
o
P
需
ユ
。
儀
ω
o
h
需
。
霞
「
o
g
ρ
身
・
嵩
α
門
三
一
写
ざ
註
臨
。
げ
タ
δ
紅
唇
び
。
夢
Φ
。
。
峠
磐
（
ご
a
鳩
9
0
8
「
島
⇒
⑱

　
ε
毒
虫
。
ず
ρ
。
目
建
8
ω
口
触
σ
q
一
μ
斤
ぴ
。
∋
o
器
窪
亀
㎞
口
調
片
戸
窪
臨
簿
窪
≡
℃
Φ
仲
。
α
9
鉱
一
回
目
州
鼠
8
ぞ
ω
げ
＆
o
づ
、
9
臼
ω
昏
μ
臨
。
房

　
妻
。
缶
息
σ
Φ
o
σ
。
。
窪
く
o
P
静
。
並
並
。
諭
醐
簿
Φ
。
。
け
一
ヨ
箕
。
ω
も
。
一
9
日
目
β
夢
Φ
。
。
o
ヨ
ρ
8
盛
Φ
一
謬
霧
け
臼
ω
昏
ぢ
叶
8
ヨ
げ
貯
讐
凶
○
⇔
○
州

　
け
げ
8
Φ
こ
も
δ
。
。
臨
§
㎞
時
0
9
§
o
。
・
鐘
も
H
①
簿
o
h
白
び
8
0
8
導
ぼ
置
け
…
9
端
、
8
浮
。
已
二
戸
o
h
旧
g
o
註
Φ
“
鴨
三
臨
9
㌦
零
扁
亭

　
鉱
凶
昌
σ
q
o
ξ
o
≦
昌
け
讐
葺
，
o
｝
6
2
ρ
鴇
津
ド
答
。
ω
〆
＜
げ
9
叶
ノ
く
①
o
巴
一
二
μ
O
＝
穿
く
2
．
も
。
o
．
へ
〔
五
〕
＝
二
七
頁
）
o

　
叉
ウ
ェ
ー
ベ
ル
、
フ
ェ
ヒ
子
賓
ヅ
ン
ト
等
ご
は
全
く
今
立
の
進
路
を
開
拓
し
來
り
た
る
英
の
ゴ

ル
ー
，
ン
の
思
想
中
に
も
、
馬
験
的
内
槻
の
核
心
を
明
か
に
認
む
る
こ
ご
が
で
き
る
。
氏
は
雰
団
2
？

幕
窪
。
属
三
巴
ヨ
2
劣
　
な
る
項
に
於
て
心
理
學
的
観
察
法
を
次
の
如
く
に
記
し
て
居
る
。
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寓
団
ヨ
①
昏
。
鋤
6
9
嵐
ω
詳
ゴ
戸
塾
9
〈
ぎ
σ
q
昏
。
コ
臨
巳
δ
℃
げ
図
箒
。
。
ぞ
♂
切
目
く
Φ
受
誓
圃
臥
℃
o
ユ
。
辞
三
μ
艶
勲
o
O
戸
弓
一
①

　
o
睦
ω
O
o
h
賦
Φ
霧
暗
く
。
℃
霧
ω
o
山
鼠
『
o
ロ
σ
q
ゲ
ド
9
巳
夢
o
p
｝
’
く
露
開
。
跨
。
三
碧
。
ω
o
門
①
〇
一
δ
o
ω
O
h
夢
8
0
錠
＄
ω
碧
。
。
。
昏
一

　
窪
μ
σ
q
醇
ぎ
σ
q
貯
慈
。
げ
奏
一
y
8
ε
初
夢
①
p
§
p
け
凶
g
毛
g
鋳
o
B
島
町
ρ
ω
ロ
山
伽
Φ
＝
嚢
。
＆
8
ヨ
覧
0
8
蜜
＜
ρ
践
p
㈹
㎞
8

　
碧
冨
3
8
ω
o
≡
昏
誘
。
仲
冨
3
き
像
宕
滞
8
乙
夢
。
マ
舞
9
9
巷
℃
①
錠
窪
8
●
〉
江
口
妻
9
a
。
。
H
8
陣
起
の
夢
。
「
0
8
＆
。
・

　
ρ
酔
一
〇
騨
二
鴨
ρ
巴
乱
臼
ω
o
虹
ω
。
。
串
g
ポ
簿
p
傷
費
亡
く
∩
o
鐸
。
ピ
ω
剛
。
コ
ψ
（
〔
七
〕
コ
ニ
三
頁
）
o

　
か
く
の
如
く
に
受
験
的
内
暦
法
は
既
に
ア
ソ
ス
ト
ー
ト
ル
に
駕
し
、
ゴ
ェ
ー
テ
に
よ
り
て
其
敷

果
を
営
め
、
セ
レ
ー
、
ゴ
ル
ト
ン
等
に
於
て
も
其
思
想
の
再
現
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
實
験
的

内
槻
が
客
槻
的
方
法
よ
り
磯
達
し
來
り
た
る
如
く
見
る
は
皮
想
の
見
に
過
ぎ
な
い
○
寧
ろ
十
九

世
紀
の
後
地
に
於
て
…
時
岐
路
に
迷
ひ
て
精
紳
物
理
的
上
野
に
從
事
し
た
る
生
理
學
的
心
理
學

者
が
が
、
る
方
法
の
、
精
紳
現
象
の
研
究
に
適
せ
ざ
る
を
自
黒
し
、
途
に
心
理
学
研
究
の
傳
統
的
正

路
に
回
鰭
せ
る
も
の
ご
見
る
の
、
寧
ろ
其
眞
に
近
き
を
畳
ゆ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
黙
は
ヅ
ン
ト
を

中
心
こ
せ
る
ラ
イ
プ
チ
．
ッ
ヒ
學
涙
の
學
風
の
二
男
が
、
明
か
に
之
を
示
し
て
居
る
9

幽
回

叉
若
し
ヴ
ン
ト
の
云
ふ
が
如
く
に
、
精
農
物
理
的
實
験
が
實
五
二
内
親
へ
の
準
備
に
過
ぎ
な
い

　
　
　
精
帥
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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哲
息
｝
冊
研
究
　
　
第
七
車
i
二
貼
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
（
）

も
の
な
ら
ば
、
心
理
學
研
究
の
正
路
へ
の
同
脈
ご
共
に
、
臆
面
の
愈
愈
的
方
法
は
漸
次
に
其
勢
力
を

失
ひ
、
途
に
其
影
を
だ
に
失
ふ
に
至
る
べ
き
に
．
事
實
は
之
に
反
し
こ
の
方
法
は
総
掛
心
理
學
的
研

婆
に
關
す
る
ご
否
ご
を
問
は
す
、
こ
の
方
向
の
研
究
は
日
に
月
に
襲
達
し
，
研
究
の
領
域
は
、
盆
々
櫃

下
せ
ら
る
、
の
傾
向
が
あ
る
。
爲
に
現
代
の
心
理
學
は
其
態
度
に
於
て
、
其
方
法
に
於
て
其
標
準

に
於
て
殆
ん
ざ
革
命
に
近
き
憂
化
を
起
し
、
世
入
も
叉
こ
の
心
理
學
の
革
命
的
墾
化
に
回
し
、
一
方

に
於
て
は
異
常
の
興
味
ε
期
待
ε
を
抱
き
、
他
方
に
於
て
は
一
種
の
不
安
ご
杞
憂
ご
を
す
ら
戚
す

る
に
至
っ
て
居
る
○
　
か
く
の
如
く
に
か
、
る
研
究
方
法
の
心
々
螢
展
し
、
人
心
の
之
に
興
昧
を
抱

く
に
至
る
所
以
の
も
の
は
、
必
ず
や
之
が
存
在
に
確
乎
た
る
面
容
あ
b
、
心
心
の
要
求
に
慮
す
る
も

の
あ
る
に
よ
ら
す
ん
ば
あ
ら
す
。
　
一
度
存
在
せ
し
も
の
、
現
に
存
在
せ
る
も
の
、
直
面
に
於
て
存
在

の
可
能
を
有
す
る
も
の
は
其
如
何
な
る
を
問
は
す
一
面
に
於
て
必
ふ
9
。
や
存
在
の
理
由
を
有
し
て

居
る
。
　
一
見
極
悪
に
見
ゆ
る
が
如
き
も
の
ご
錐
も
、
若
し
そ
の
依
っ
て
成
立
せ
し
諸
條
件
を
知
）

霊
す
を
得
る
な
ら
ば
少
く
も
一
部
の
存
在
理
由
を
拒
否
し
得
な
い
駈
以
を
螢
恋
す
る
で
あ
ら
う
。

果
し
て
然
ら
ば
、
現
代
心
理
學
に
於
け
る
客
槻
的
方
法
存
在
の
理
由
は
何
れ
の
黙
に
存
す
る
の
で

あ
ら
う
か
。

　
或
論
者
は
云
ふ
即
面
面
は
螢
達
す
る
に
從
ひ
漸
次
正
確
こ
な
り
、
初
め
は
軍
に
質
的
な
り
し
も
の
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も
途
に
量
的
こ
な
る
。
　
さ
れ
ば
心
理
學
の
研
究
が
客
槻
一
的
こ
な
り
、
量
的
こ
な
る
は
、
科
墨
二
子
展
の

自
然
の
過
程
で
あ
る
。
心
理
學
は
客
槻
的
方
法
を
使
用
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
初
め
て
、
哲
學
よ
り

分
離
し
、
獄
立
の
一
鞭
學
ご
な
）
得
る
の
で
あ
る
」
ご
。
か
く
の
如
き
見
解
の
下
に
客
観
的
方
法
存

立
の
理
由
を
肯
定
し
た
る
學
者
は
数
ふ
る
に
暇
が
な
い
。
然
ら
ば
之
等
の
早
々
の
い
ふ
所
の
心

理
墨
・
ε
は
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
ら
う
か
。
か
く
の
如
き
方
法
に
基
く
心
理
學
が
余
の
い

ふ
純
粋
心
理
學
に
あ
ら
ざ
る
こ
ご
は
．
巳
に
多
少
論
述
し
た
る
所
で
あ
る
（
〔
二
〕
）
。
又
あ
る
學
者
は

い
ふ
○
近
世
哲
學
並
に
近
代
自
然
科
學
の
基
調
は
ヨ
母
岩
ヨ
豊
ω
。
冨
影
9
ε
「
∂
誘
・
ぎ
【
μ
σ
q
で
あ
る
e
十
九

世
紀
の
掌
ば
に
起
り
た
る
哲
學
的
思
考
は
、
現
象
の
数
字
的
研
究
を
其
基
調
ご
し
て
居
る
。
現
代

に
於
け
る
勢
力
あ
る
研
究
方
向
は
こ
の
墓
調
に
立
っ
て
居
る
。
心
理
學
の
客
槻
的
方
法
も
亦
こ

の
基
調
に
基
く
の
で
め
る
（
〔
九
と
頁
）
ご
。
現
代
心
理
學
の
客
槻
的
方
法
が
こ
の
ヨ
昆
蚕
悉
皆
。
ぎ
2
9
－

枠
≒
♂
誹
畠
琴
㈹
の
強
き
影
響
を
受
け
居
る
こ
ご
は
、
明
か
な
る
事
事
で
あ
る
。
　
こ
の
傾
向
は
既
に
遠

く
デ
カ
ル
ト
、
及
び
ラ
ィ
ブ
ニ
。
ツ
に
冷
し
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
之
を
初
め
で
心
理
學
に
試
み
（
〔
＋
」
三
〇
八
－

三
〇
九
頁
、
〔
十
一
〕
三
四
頁
）
、
ウ
ェ
ー
ベ
ル
、
フ
ェ
ヒ
子
ル
、
ヅ
ン
ト
、
ゴ
ル
ト
ン
、
カ
ッ
プ
ル
等
を
始
め
其
他
の
多

く
の
學
者
は
盛
に
之
を
實
際
研
究
に
適
用
し
た
。
而
し
て
之
等
の
學
者
の
中
に
は
軍
に
現
象
，
を

量
的
に
規
定
し
得
る
瓢
に
興
味
を
見
駕
し
、
之
が
研
究
に
没
頭
し
π
も
⑳
も
あ
る
。

　
　
　
　
精
榊
力
藻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室



L）96

　
　
　
　
哲
學
研
「
究
　
　
第
七
十
－
二
號
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ニ

　
け
れ
ご
も
現
代
の
心
理
學
が
盛
に
客
観
的
方
法
を
利
用
す
る
は
、
軍
に
現
象
を
量
的
に
規
定
せ

ん
が
た
め
の
み
で
は
な
い
。
又
輩
に
現
象
の
量
的
關
係
を
登
見
せ
ん
が
た
め
で
も
な
い
（
｝
時
客

観
的
方
法
は
現
象
の
量
的
關
係
に
多
大
の
興
昧
を
抱
い
た
こ
ビ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
）
。
科
學
の

起
源
は
常
に
現
象
に
封
ず
る
一
般
的
興
味
に
基
き
、
こ
の
興
味
こ
そ
は
三
豊
登
生
の
基
本
條
件
に

し
て
，
こ
の
興
味
を
刺
戟
し
之
の
興
味
を
野
々
　
か
ら
し
め
、
強
か
ら
し
む
る
底
の
方
法
が
、
や
が
て

該
科
學
の
勢
力
あ
る
研
究
法
ビ
な
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
客
槻
的
方
法
の
吾
人
に
與
ふ
る
興
昧

の
核
心
は
何
で
あ
ら
う
か
Q

　
唯
一
の
経
験
に
反
省
が
加
は
る
ご
意
識
的
な
る
も
の
ご
、
非
意
識
的
な
る
も
の
ご
に
別
れ
る
。

意
識
的
な
る
も
の
は
、
更
に
意
識
の
内
容
ご
機
能
ε
の
二
つ
の
方
向
に
昼
型
す
る
こ
ご
が
で
き
る
。

我
等
は
こ
の
内
槻
に
現
は
る
、
意
識
の
内
容
及
び
機
能
に
饗
し
て
の
深
き
興
味
ご
愛
着
ご
を
有

し
、
之
を
理
解
せ
ん
ざ
の
願
ひ
を
有
し
て
居
る
。
之
が
工
料
心
理
學
登
生
の
唯
一
の
、
し
か
も
十
全

な
る
理
由
で
あ
る
∂
　
こ
の
内
観
に
現
は
る
、
内
容
ご
機
能
ビ
を
内
国
脚
的
方
面
よ
り
記
述
・
説
明
せ

ん
こ
す
る
の
が
、
純
粋
心
理
學
の
重
要
な
る
任
務
で
あ
る
。
　
ア
ソ
ス
ト
1
ト
ル
の
心
理
學
は
か
、

る
方
向
へ
の
研
究
の
濫
筋
で
あ
っ
た
（
〔
〕
）
。
然
る
に
こ
の
意
識
の
機
能
を
外
面
よ
り
具
膿
的
償

値
離
離
の
器
具
（
ぎ
・
。
窪
§
Ω
さ
叉
は
カ
（
℃
9
く
興
）
ご
見
微
し
、
こ
の
精
筆
力
螢
動
の
形
式
に
我
等
は
叉
一

　
　
　
　
　
認



種
の
興
昧
を
乞
え
る
。
　
一
般
人
類
の
意
識
に
乱
す
る
興
味
は
心
を
心
其
者
ご
し
て
内
槻
的
に
観

察
す
る
よ
り
も
、
心
あ
る
目
的
を
達
す
る
器
具
叉
は
カ
こ
し
て
見
る
の
気
落
の
一
志
一
般
的
な
る

を
見
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
前
者
は
、
純
粋
心
理
學
的
興
味
に
し
て
、
稽
精
練
を
経
た
る
三
塁
に
襲
生

し
、
後
潜
は
實
用
心
理
學
的
興
昧
に
し
て
、
何
人
ざ
難
も
之
に
甥
し
て
多
少
の
興
昧
を
戚
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
本
來
人
間
は
純
粋
學
術
的
興
味
を
右
目
す
る
ご
土
ハ
に
、
他
方
に
あ
り
て
強
成
皿
な
る
｛
貰
用
的
興
味
に

動
か
さ
る
、
も
の
で
あ
る
。
こ
の
實
用
的
興
味
の
磯
動
は
心
を
目
的
實
現
の
カ
ご
見
る
の
見
解

を
自
然
に
登
生
せ
し
め
る
。
心
を
目
的
現
實
の
力
又
は
能
力
ご
見
る
の
思
想
は
、
之
を
多
く
の
哲

學
者
に
見
る
こ
ご
が
で
き
る
。

国
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精
帥
を
債
母
国
現
の
手
段
ビ
見
倣
し
て
精
瀞
能
力
（
O
Q
O
O
一
〇
湿
く
の
二
王
α
σ
q
Φ
昌
）
な
る
實
在
を
豫
帯
し
、
績
い

て
其
数
を
定
め
之
を
一
個
の
一
般
形
式
に
露
着
せ
ん
こ
す
る
努
力
は
、
多
く
の
哲
傷
導
者
に
よ
っ
て

試
み
ら
れ
た
。
　
プ
ラ
ト
ー
の
精
榊
の
三
大
別
は
認
識
能
力
・
戚
惰
能
力
・
慾
望
能
力
の
三
夢
精
紳
能

力
に
基
き
し
こ
ご
は
、
學
者
の
一
致
せ
る
ご
こ
ろ
で
あ
リ
ハ
〔
＋
二
〕
エ
ハ
頁
）
、
ア
ジ
ス
ト
ー
ト
ル
も
プ
ラ
ト

　
　
　
　
鞘
瀞
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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哲
學
研
究
　
　
第
七
山
－
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ハ
四

一
の
こ
の
三
大
別
に
基
き
、
更
に
二
、
三
の
精
帥
能
力
を
附
加
し
π
o
ア
ソ
ス
ト
ー
ト
ル
は
精
棘
力

（
一
）
も
・
琉
9
剛
。
一
）
9
く
9
。
。
）
こ
し
て
螢
黒
点
、
慾
望
力
、
威
豊
力
、
運
動
力
、
思
考
力
等
を
算
へ
（
口
々
℃
9
く
。
誘
ぞ
。
影
8
一
μ

ゴ
奪
。
夢
。
℃
9
＜
窪
。
「
葺
一
葺
臨
9
ポ
。
門
9
℃
℃
o
捧
ρ
O
h
お
霧
ρ
凱
9
ポ
O
h
筥
。
く
Φ
p
H
o
導
写
。
。
℃
9
0
0
”
帥
昌
匹
o
h
戦
簿
敷
9
μ
巴
夢
。
齪
胆
忌

〔
六
〕
五
四
頁
）
、
時
に
は
之
を
能
力
唇
。
夢
9
ξ
。
P
・
§
・
一
｝
・
3
。
・
壽
弓
Φ
・
8
暑
9
・
“
。
・
亀
量
叶
き
9
・
・
2
ハ
〕
五
七
頁
）

ご
名
け
こ
の
力
又
は
能
力
の
作
用
を
研
究
し
て
居
る
（
〔
六
〕
六
〇
頁
）
Q

　
さ
れ
ば
心
を
一
つ
の
カ
こ
し
て
、
其
力
の
驚
動
状
態
を
研
究
せ
ん
こ
す
る
の
興
味
は
、
既
に
遠
く

之
を
ア
ソ
ス
ト
ー
ト
ル
に
見
る
こ
ご
が
で
き
る
。
而
し
て
こ
の
興
味
は
濁
り
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル

の
み
に
止
ま
ら
す
、
恐
く
は
ア
ソ
ス
ト
ー
ト
ル
以
前
の
多
く
の
二
者
に
も
登
動
し
て
氏
の
心
理
學

の
墓
礎
は
形
成
せ
し
も
の
な
る
べ
く
、
又
か
、
る
興
味
は
ア
ソ
ス
ト
ー
ト
ル
以
後
の
萱
野
意
識
に

登
現
し
て
、
彼
が
築
き
初
め
た
る
心
理
學
の
一
方
面
は
、
近
世
に
至
り
て
プ
ラ
ト
ー
の
影
響
ご
相
待

ち
て
ウ
ォ
ル
フ
の
能
力
心
理
學
こ
な
っ
た
。
ウ
ォ
ル
フ
は
之
等
個
々
の
精
紳
能
力
を
唯
一
の
基

本
力
た
る
表
象
力
（
く
○
眞
。
濠
一
眠
。
囚
鴨
9
門
5
に
て
統
一
し
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
槻
念
力
を
假
欲
し
、
其
他
、
ラ
ィ

ブ
ニ
。
ツ
は
モ
ナ
。
ド
の
基
本
力
ξ
し
て
表
象
力
及
び
慾
求
力
を
許
容
し
、
多
く
の
哲
學
者
は
事

物
の
四
二
を
推
知
す
る
精
紳
能
カ
ビ
し
て
理
性
（
》
ξ
9
）
を
冷
罵
せ
し
は
、
極
め
て
一
般
の
事
柄
で

あ
る
。
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上
來
述
べ
下
り
し
ご
こ
ろ
の
精
工
能
力
が
實
在
こ
し
て
存
在
し
な
い
こ
ご
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
を

始
め
ヴ
ン
ト
里
雪
の
明
確
に
論
附
し
た
所
で
あ
る
Q
け
れ
こ
も
精
紳
現
象
の
説
明
若
し
く
ば
精

紳
現
象
の
功
利
的
理
會
に
於
て
は
、
食
言
力
（
ω
①
絡
三
含
津
）
或
は
精
紳
能
力
（
。
。
。
。
す
署
①
霧
α
σ
q
窪
）
叉
は
精

三
帰
勢
力
（
騎
①
。
同
2
Ω
径
、
σ
q
圃
①
）
な
る
概
念
は
敏
ぐ
事
が
鵠
家
な
い
。
自
然
現
象
の
説
明
に
當
っ
て
從

來
襲
用
し
來
つ
た
も
の
は
、
寄
弾
及
び
国
ま
酋
。
の
観
念
で
あ
っ
た
〔
＋
三
）
四
八
丁
四
九
〇
頁
）
が
、
精
紳
現

象
の
統
一
的
説
明
に
於
て
は
、
カ
、
能
力
．
精
…
カ
の
如
き
概
念
を
利
用
す
る
か
、
或
は
ヴ
ン
ト
の
如
く
素

質
（
乏
忌
⑳
。
）
の
．
概
念
を
豫
饗
せ
ざ
れ
ば
、
胃
底
根
本
的
の
説
明
に
到
達
す
る
こ
ご
が
で
き
な
い
。
　
ヅ

ン
ト
は
過
去
の
能
力
説
を
批
判
し
て
｝
o
興
Φ
冒
α
σ
q
浮
算
Φ
回
餐
μ
に
外
な
ら
す
ご
排
斥
し
な
が
ら
の
〔
＋
二
〕

ニ
ニ
頁
）
、
他
方
に
於
て
は
、
げ
①
お
竃
α
σ
q
同
姦
井
簿
蛇
ρ
に
過
ぎ
ざ
る
》
巳
9
・
σ
q
の
を
採
用
せ
る
は
、
事
物
の
説
明
に

當
り
基
本
概
念
の
映
く
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
自
ら
語
る
も
の
で
あ
る
。
其
他
多
く
の
學
者
が
本

能
、
稟
質
等
の
概
念
を
豫
定
せ
る
も
、
皆
同
一
の
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
更
に
之
を
精
帥
現
象

の
功
利
的
理
會
の
上
か
ら
見
る
時
は
、
精
帥
力
、
又
は
舞
踏
能
力
な
る
概
念
は
、
思
惟
の
経
理
上
極
め

て
利
便
多
き
も
の
で
あ
る
。
既
に
プ
ラ
ト
ー
は
精
淋
力
を
其
倫
理
的
便
値
に
多
き
て
三
分
し
（
〔
＋

　
　
　
　
精
榊
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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暫
羅
7
研
囚
究
　
第
七
十
二
髄
跳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
脚
山
ハ

ニ
〕
＝
ハ
頁
）
、
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
は
生
命
的
債
値
に
依
っ
て
、
精
富
力
を
假
定
し
た
（
〔
六
〕
四
責
）
Q
其
他
多
く

の
實
用
的
心
理
点
者
並
に
一
般
民
衆
が
精
紳
力
又
は
精
紳
能
力
を
無
内
省
に
．
使
用
せ
る
こ
ご
は

枚
畢
に
暇
が
な
い
。

　
か
く
の
如
き
次
第
で
、
藩
命
現
象
に
樹
す
る
人
心
の
一
般
的
興
味
か
ら
見
る
も
，
暫
學
者
の
精
紳

の
考
察
に
徴
す
る
も
、
心
理
痴
者
の
笹
熊
の
説
明
並
に
功
利
的
理
會
に
見
る
も
、
精
帥
力
試
は
精
紳

能
力
な
る
概
念
は
、
槻
察
者
叉
は
研
究
者
の
主
槻
に
殆
ご
先
天
的
又
は
本
能
的
に
或
は
孚
ば
。
無
意

識
的
に
躍
動
せ
る
基
本
概
念
で
あ
る
ご
い
っ
て
も
大
過
が
あ
る
ま
い
。
ウ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ス
も
指

摘
し
て
居
る
様
に
（
〔
十
三
ロ
三
五
頁
）
、
心
理
學
が
普
池
に
は
意
識
の
記
量
的
科
學
で
あ
る
ご
定
義
せ
ら
れ

て
居
る
に
も
閣
ら
す
、
心
理
學
者
の
心
の
裡
に
活
躍
せ
し
興
味
は
、
主
ご
し
て
写
声
の
活
動
又
は
過

程
（
夢
。
法
号
昌
。
穏
讐
0
8
・
。
ω
）
に
向
け
ら
れ
て
居
つ
だ
こ
ε
は
、
注
意
に
便
す
る
高
浜
で
あ
る
。
こ
の
こ

ご
は
個
々
の
研
究
者
が
、
如
何
な
る
問
題
を
撰
定
し
、
如
何
に
之
を
取
扱
つ
た
か
を
見
る
な
ら
ば
、
直

に
明
か
ご
な
る
の
で
あ
る
。
殊
に
近
代
に
於
け
る
客
槻
的
方
法
の
導
入
二
三
に
之
を
登
展
せ
し

め
π
る
多
く
の
生
理
學
者
、
心
理
点
者
は
、
實
に
こ
の
精
工
力
に
興
味
を
威
じ
て
、
之
を
二
二
生
活
に

利
用
せ
ん
が
た
め
に
其
測
定
に
從
事
せ
し
こ
ご
は
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
Q
近
代
に

於
け
る
各
種
の
客
槻
的
方
法
は
、
諸
種
の
源
泉
よ
り
流
れ
出
で
だ
る
河
流
の
集
合
に
も
等
し
く
、
諸
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々
の
見
地
が
錯
綜
混
観
し
て
容
易
に
共
核
心
を
捕
促
し
難
き
も
、
精
帥
活
動
に
精
糖
力
を
豫
想
し
、

自
然
力
測
定
の
範
に
習
ひ
て
、
之
を
客
槻
的
に
規
定
し
、
實
用
に
供
せ
ん
こ
す
る
黙
に
於
て
皆
其
蹄

を
一
に
し
て
居
，
る
ご
云
っ
て
差
支
へ
が
な
い
。
　
以
下
、
上
の
概
論
を
少
t
く
事
實
に
つ
き
て
謹
明

す
る
。
・

　
二
つ
の
理
由
か
ら
、
心
理
學
は
劉
客
霞
び
窃
。
プ
鼠
σ
毒
鵬
盆
冒
し
。
。
①
げ
ε
し
て
止
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

の
カ
ン
ト
の
論
定
（
〔
＋
五
〕
四
七
一
頁
）
に
下
し
て
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
心
理
學
的
資
料
の
蒐
集
に
経
験
を
、
其

説
明
に
形
而
上
學
的
概
念
並
に
数
學
を
適
用
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
心
理
學
は
正
確
科
學
た
り
得
．

る
も
の
こ
し
バ
〔
＋
六
〕
三
i
九
頁
）
、
更
に
實
験
ご
計
鋒
ご
の
適
用
に
よ
っ
て
下
期
を
登
・
令
し
淀
る
物
理
學

の
成
功
に
暗
示
せ
ら
れ
て
、
心
理
學
に
實
験
を
利
用
せ
ん
こ
の
念
願
を
抱
い
て
居
た
（
〔
ナ
六
〕
九
頁
）
。
け

れ
こ
も
立
時
未
だ
實
験
…
器
械
の
案
出
な
き
た
め
に
、
氏
は
之
を
實
行
ず
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
ア
リ
ス
ト
ー
ト
叱
よ
り
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
至
る
ま
で
の
心
理
學
の
過
去
を
振
り
蹄
っ
て
見
る
ご
、

心
理
學
疹
臨
急
法
に
の
み
閉
ぢ
籠
っ
て
居
た
が
た
め
に
、
自
然
科
學
に
比
し
て
極
め
て
不
利
の
地

位
に
居
る
こ
ご
が
明
か
に
示
さ
れ
た
。
内
槻
の
結
果
は
、
他
人
の
心
に
崩
し
て
は
、
魚
座
的
こ
な
り
、

普
遍
性
を
持
た
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
心
理
學
を
し
て
他
の
自
然
科
學
と
同
様
な
客
見
性
を

輿
へ
ん
が
爲
め
に
、
内
槻
法
よ
り
も
更
に
遺
用
の
範
七
並
く
、
且
つ
有
数
な
る
方
法
に
封
ず
る
潟
仰

　
　
　
　
ヒ
ず
　
申
　
　
4
」
　
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
、
レ
U

　
　
　
　
爵
揖
　

脾
彫
　
　
4
ノ
　

蕨
丘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
／
r
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哲
墨
・
研
究
　
．
第
七
十
二
腰
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
脚
八

ヌ
は
憧
憬
の
念
の
漸
次
に
學
者
の
心
中
に
登
話
す
る
に
至
り
し
は
自
然
の
過
程
ビ
云
は
ね
ば
な
，

ら
な
い
。
　
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
心
理
學
の
研
究
方
法
ε
し
て
從
來
の
内
観
法
の
外
に
、
新
な
る
方
法
一

た
ご
へ
そ
れ
は
充
分
の
敷
果
を
牧
め
得
な
か
っ
た
に
し
て
も
r
を
言
熟
し
た
の
は
、
自
然
の
心
理

的
渦
…
程
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
以
後
に
於
け
る
多
く
の
心
理
學
者
が
自
然
科

學
の
よ
っ
て
以
て
成
功
し
た
る
實
駿
、
又
は
測
定
方
法
を
心
理
學
に
利
用
せ
ん
ε
す
る
に
至
る
は

當
然
の
結
果
で
あ
る
。
而
し
て
自
然
科
學
は
物
贋
の
力
又
は
勢
力
の
概
念
を
其
出
血
黙
ご
し
て

其
測
定
に
学
事
し
た
如
く
、
心
理
學
者
が
精
磁
力
、
叉
は
精
紳
能
力
を
豫
叙
し
て
、
之
を
客
槻
的
に
測

定
せ
ん
ご
試
む
る
も
、
又
自
然
の
心
理
的
過
程
で
あ
る
6
　
　
　
　
　
　
　
、

　
現
代
に
於
け
る
心
理
學
の
客
槻
的
方
法
中
、
其
の
測
定
に
訳
す
る
も
の
は
、
一
方
に
於
て
は
威
官

生
理
學
者
に
よ
っ
て
登
展
せ
し
め
ら
れ
だ
こ
ご
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
而
し
て
當
面
の
問
題
ご

關
係
あ
る
は
其
測
定
の
動
機
で
あ
な
。
現
代
に
於
け
る
實
験
心
理
學
、
或
は
測
定
心
理
學
は
濁
逸

に
於
て
は
直
接
に
ウ
ー
エ
ベ
川
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
る
に
、
ウ
ェ
ー
ペ
ル
の
鰯
畳
測
定
の
目
的
は
、

之
を
以
て
思
議
の
診
断
用
に
供
せ
ん
こ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
帥
経
的
疾
患
の
患
者
に
於
て
は
、
鰯

畳
力
が
器
質
の
あ
る
部
に
於
て
は
昂
進
し
、
他
の
部
に
あ
り
て
は
減
退
す
る
の
表
徴
が
あ
る
。
夫

故
に
該
患
者
の
鯛
畳
能
力
を
正
常
人
の
鰯
畳
力
ご
比
較
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
患
者
の
疾
患
の
特
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徴
を
診
断
す
る
こ
ご
が
で
き
る
。
ウ
ェ
ー
ベ
ル
は
か
く
考
へ
て
こ
の
診
断
の
用
に
供
せ
ん
が
た

め
に
、
正
常
者
の
身
膿
各
部
の
鰯
畳
能
力
の
標
準
を
確
定
せ
ん
ご
し
た
。
こ
れ
が
氏
の
測
定
の
直

接
の
動
機
で
あ
り
、
其
測
定
の
慣
に
よ
り
て
示
さ
し
め
ん
こ
し
た
所
は
。
。
2
ω
寄
。
℃
o
≦
窪
で
あ
っ
だ
。

帥
ち
ウ
ェ
ー
ベ
ル
は
こ
の
測
定
に
於
て
田
紳
を
一
種
の
能
力
（
＜
・
§
α
σ
q
豊
叉
は
精
瀞
力
（
○
。
琶
亀

管
践
）
ご
見
徹
し
（
〔
＋
〕
七
コ
頁
）
、
其
能
力
の
程
度
（
9
巴
。
）
叉
は
聡
敏
の
度
（
富
士
或
け
）
を
測
定
し
て
診
断

の
用
に
供
せ
ん
ε
し
た
の
で
あ
っ
た
Q
而
し
て
薙
に
云
ふ
能
力
ご
は
、
先
天
的
の
心
的
素
質
（
9
Φ

嘗
σ
q
。
げ
。
器
零
ω
o
o
一
2
鍍
日
蜀
σ
q
o
）
を
指
し
て
居
る
（
〔
＋
七
〕
一
一
頁
）
。

　
「
H
o
げ
冨
げ
Φ
く
。
白
い
○
日
ρ
ξ
o
揮
鳥
葺
「
o
ゲ
。
汐
。
因
①
鋳
Φ
〈
o
⇔
＜
o
誘
g
｝
拓
嶺
興
α
答
。
藷
山
岡
ノ
く
色
。
げ
。
日
Ω
δ
山
。
日
舞

　
喜
・
ω
＜
Φ
§
α
σ
q
2
σ
。
ω
闘
g
①
…
…
…
・
（
〔
⊥
T
七
」
山
ハ
五
盟
只
）
。

　
氏
は
こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
鰯
、
慶
、
淵
等
め
各
種
の
戚
畳
の
畳
閾
を
測
定
し
、
叢
に
初
め
て

特
殊
精
紳
能
．
力
測
定
の
可
能
並
に
。
其
實
用
的
即
値
を
明
確
な
ら
し
め
た
。

　
か
く
の
・
如
く
、
ウ
ェ
ー
ベ
ル
は
最
初
診
断
的
即
製
に
導
か
れ
て
戚
畳
能
力
’
測
定
の
基
礎
を
開
い

た
麓
方
に
於
て
は
・
の
輩
の
数
量
的
關
係
（
弔
－
∩
）
の
春
雪
論
定
し
穴
。
精
淋
現
象
に

量
的
法
則
の
存
在
を
暗
示
し
だ
氏
の
研
究
は
、
現
象
の
量
的
理
會
に
興
昧
を
有
す
る
採
卵
の
注
意

を
喚
歯
し
、
フ
ェ
ヒ
子
ル
を
始
め
其
後
の
多
く
の
學
者
は
、
ウ
ェ
ー
ベ
ル
及
び
フ
ェ
ヒ
子
ル
の
法
則

　
　
　
　
精
紳
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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哲
學
研
究
第
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

の
批
判
の
爲
め
に
、
其
法
則
構
成
の
質
料
た
る
畳
閾
、
辮
別
閾
、
意
識
閾
の
測
定
に
突
進
し
た
。
而
し

て
此
等
の
學
者
は
が
、
る
研
究
の
露
営
の
上
に
、
自
然
科
番
謡
法
則
に
掃
立
す
る
精
紳
二
丁
的
法

期
を
確
立
せ
ん
ご
の
希
望
を
抱
い
て
猛
進
し
だ
。
然
る
に
其
結
果
は
豫
想
に
反
し
、
内
観
的
精
紳

現
象
は
測
定
の
不
可
能
な
る
こ
ご
、
從
っ
て
精
子
現
象
に
量
的
關
係
の
法
則
を
登
見
す
る
こ
ご
の

當
分
不
可
能
な
る
こ
ご
が
領
得
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
輩
に
於
て
一
時
學
界
の
注
意
を
集
め
た

る
フ
ェ
ヒ
子
ル
の
精
帥
物
理
論
的
法
，
則
も
、
漸
次
，
論
者
の
興
味
を
論
る
、
に
至
っ
た
。
け
れ
ご
も

こ
の
期
間
に
測
定
せ
ら
れ
た
る
数
値
は
、
戚
畳
力
、
辮
別
力
の
測
定
、
師
ち
余
の
精
帥
力
心
的
測
定
ε

見
る
な
ら
ば
、
極
め
て
意
義
あ
る
も
の
こ
な
る
。
即
ち
こ
の
期
間
の
測
定
は
、
評
者
の
意
識
に
於
て

は
、
威
畳
叉
は
知
畳
の
直
接
の
測
定
の
如
く
に
信
じ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
其
事
實
は
戚
畳
及
び
知

畳
の
範
團
に
於
け
る
精
帥
力
の
客
気
的
測
定
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ス
が
、
フ
ェ
ヒ
予
ル
以

來
の
言
言
的
研
究
の
大
部
は
事
面
上
、
人
間
の
行
動
で
あ
っ
て
、
意
識
ヒ
關
す
る
こ
ε
は
唯
偶
然
で

あ
っ
た
（
ρ
響
σ
q
・
珍
錠
①
o
h
p
潔
ユ
闘
。
。
ぞ
。
「
凶
ヨ
。
艮
巴
～
く
〇
温
く
α
o
器
津
o
B
夢
Φ
替
5
①
o
（
団
。
・
一
類
2
α
9
葺
貯
三
答
二
巴
一
メ

荒
く
○
噌
げ
○
ご
げ
毎
出
㊤
p
σ
色
峯
く
一
〇
び
　
鍵
】
鳥
○
菖
図
一
［
一
〇
…
（
苛
暮
p
）
目
ざ
竃
暮
2
⊃
罷
v
o
p
o
9
冨
。
醐
9
読
昌
Φ
ω
の
・
（
〔
二
十
一
〕
三
〇
一
三
一
頁
）
ε
述

べ
て
居
る
の
は
、
當
時
の
研
究
の
翼
想
を
観
撫
し
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ヒ
子
ル
の
自
身
の
最
小

差
異
の
遠
別
の
測
定
の
如
き
も
、
之
に
よ
っ
て
戚
畳
の
軍
容
が
確
定
せ
ら
れ
た
る
に
あ
ら
す
し
て
、



戚
畳
の
差
異
の
甥
別
な
る
一
作
業
能
力
が
測
定
せ
あ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
氏
の
測
定
を
、

こ
の
辮
別
能
力
の
測
定
ε
見
る
な
ら
ば
、
叢
に
初
．
め
て
其
者
本
來
・
の
光
が
現
は
れ
る
○
　
モ
イ
マ
ン

の
記
す
る
こ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ヅ
ン
ト
が
初
期
に
試
み
た
戚
蜷
測
定
も
、
潜
師
の
診
断
上
及
び
豫
後

全
勝
上
の
債
値
か
ら
見
て
居
っ
た
の
で
あ
る
ご
云
っ
て
居
る
が
、
こ
の
ヅ
ン
ト
の
見
地
は
ウ
ェ
ー

ペ
ル
の
動
機
ご
相
一
致
し
、
自
然
の
而
し
て
至
當
な
る
正
し
き
見
方
で
あ
っ
た
。
　
ヅ
ン
ト
が
後
年

に
至
っ
て
、
純
粋
心
理
學
的
興
昧
よ
り
、
之
を
以
て
車
馬
其
者
の
測
定
ご
解
喫
す
る
に
至
つ
元
の
は
、

進
歩
に
あ
ら
す
し
て
、
謬
見
の
導
入
で
あ
っ
た
。

　
其
他
エ
ッ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
記
憶
の
襟
留
的
研
究
も
、
フ
ェ
ヒ
子
ル
、
ホ
ル
ク
マ
ン
の
練
習
に
關

す
る
測
定
も
、
チ
ー
エ
ン
の
聯
想
、
モ
イ
マ
ン
の
精
淋
の
登
達
，
ク
レ
ッ
ペ
リ
ン
の
個
人
差
の
研
究
等
、

皆
何
れ
も
客
掘
的
方
法
を
用
ひ
て
研
究
し
、
其
結
果
は
意
識
に
關
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
各
種
の
精
紳

能
力
の
測
定
で
あ
っ
た
。

五
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か
く
の
如
く
し
て
特
蘇
精
紳
能
力
の
測
定
は
、
濁
逸
に
鞭
て
は
ウ
ェ
ー
ベ
ル
に
よ
つ
て
初
め
て

行
は
れ
、
フ
ェ
ヒ
子
贋
ヅ
ン
ト
、
エ
。
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
、
モ
イ
マ
ン
、
ク
レ
。
ペ
ソ
ン
等
に
よ
っ
て
多
方

　
　
　
　
精
紳
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
七
一
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七
二

面
に
擾
隠
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
藩
命
ご
相
醤
慮
し
て
こ
の
方
面
の
研
究
の
螢
展
に
多

大
の
刺
戟
を
與
へ
、
今
欝
血
國
に
顧
て
盛
に
行
は
る
、
に
至
っ
た
各
種
の
精
風
趣
査
（
⇔
崔
営
＝
の
。
。
梓
ω
）

の
方
法
ご
其
耐
用
的
債
主
ご
を
廣
く
西
漸
に
知
ら
し
む
る
に
至
っ
た
の
は
莫
の
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
、
ゴ

ル
塾
ン
及
び
カ
ッ
㌃
7
ル
等
の
カ
で
あ
る
。
濁
逸
古
血
の
心
理
學
者
は
、
現
代
心
理
學
の
容
槻
弓
方

法
を
主
こ
し
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
ジ
ェ
ー
ペ
ル
、
フ
ェ
ヒ
予
ル
、
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
、
ド
ン
デ
ル
ス
、
ヅ
ン
ト
等

に
負
ふ
ご
記
し
て
居
る
も
の
が
多
い
が
、
現
代
心
理
學
の
客
心
的
大
潮
流
の
基
調
は
、
ダ
ー
ウ
ヰ
ン

の
「
種
の
起
源
及
び
ス
ペ
ン
ず
一
の
心
理
學
に
基
い
て
居
る
。
前
に
も
述
べ
た
る
如
く
精
紳
の
機

能
を
領
値
論
的
立
脚
地
に
於
て
解
心
せ
ん
ご
す
る
の
思
想
は
、
既
に
ア
ソ
ス
ト
ー
ト
ル
に
見
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
精
紳
の
機
能
を
外
部
よ
り
目
的
論
的
解
繹
を
高
潮
し
た
る
は
、
こ
の
二
大

學
者
で
あ
る
。
爾
余
は
實
に
現
代
心
理
學
の
一
大
主
潮
た
る
機
能
主
義
の
肉
ご
骨
ご
を
形
作
る
。

　
濁
乱
に
あ
り
て
は
ヅ
ン
ト
ご
共
に
ロ
。
チ
エ
が
現
代
に
於
け
る
詩
話
的
心
理
學
の
登
達
に
樹

す
る
一
大
勢
力
で
あ
っ
た
．
が
、
英
霊
に
於
け
る
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
は
、
猫
逸
に
於
け
る
ロ
ッ
チ
エ
の
如
き

地
位
に
あ
り
て
、
其
方
向
こ
そ
異
れ
、
現
代
心
理
學
の
一
方
向
を
決
定
し
た
偉
大
な
る
學
者
で
あ
る
。

而
し
て
精
淋
の
機
能
を
外
部
よ
り
目
的
論
的
に
認
識
せ
ん
ご
す
る
態
度
こ
れ
精
帥
力
學
の
核
心

で
あ
る
。
こ
の
態
度
の
成
立
せ
ば
、
客
親
指
方
法
は
自
然
に
結
合
し
登
達
す
べ
き
運
命
に
あ
る
。
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・
ダ
ー
ウ
串
ン
、
ス
ペ
ン
ナ
ー
の
こ
の
機
能
的
思
想
に
基
き
、
之
を
具
二
二
に
登
展
せ
し
め
た
る
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

ゴ
ル
ト
ン
で
あ
る
Q
　
ゴ
ル
ト
ン
は
ヅ
ン
．
ト
ご
相
並
び
現
代
心
理
學
の
一
方
向
め
建
設
者
で
あ
る

が
、
氏
は
種
族
の
進
化
を
助
長
せ
ん
ご
の
接
種
學
的
興
昧
（
〔
七
〕
ニ
ニ
○
頁
）
か
ら
、
異
る
人
種
、
異
る
家
庭
、
異

る
人
々
の
間
に
存
す
る
種
々
な
る
巻
首
的
需
品
（
冨
器
舞
・
薫
書
雁
歯
。
ω
）
の
記
鎌
を
蒐
集
せ
ん
が
た

め
に
〔
七
一
頁
）
喜
憂
的
測
定
の
外
に
精
棘
的
能
力
た
る
器
霧
凹
く
津
ざ
§
o
簿
巴
磐
嵩
茜
醇
ざ
器
・
。
o
o
§
δ
房
㌦
一
ザ

け
亀
。
。
9
巴
雲
海
厭
2
8
。
。
b
窪
畠
。
筥
窪
誘
等
の
測
定
を
試
み
て
、
三
野
甘
甘
の
概
念
を
確
定
し
た
。
氏
の
研

究
の
内
に
は
前
に
も
述
べ
た
る
如
く
、
純
輝
心
理
學
的
理
念
の
下
に
鴬
さ
れ
た
る
實
験
的
内
観
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

よ
る
研
究
も
あ
る
が
（
〔
七
〕
一
三
三
頁
）
、
其
多
く
は
人
間
の
材
能
曾
誓
轟
β
鍵
2
【
蔓
）
の
客
槻
的
測
定
で
あ
っ

た
。
　
こ
の
ゴ
ル
ト
ン
の
開
拓
し
た
る
方
面
を
＝
暦
正
確
に
研
究
し
、
其
．
量
的
規
定
に
よ
っ
て
理
論

的
に
は
物
漣
學
と
心
置
の
確
素
性
を
心
理
．
學
に
與
へ
ん
こ
し
且
つ
傍
ら
か
、
る
測
定
の
結
果
を

訓
練
、
實
際
生
活
の
指
遵
、
疾
病
の
表
徴
ε
し
て
利
用
せ
ん
と
試
み
観
る
は
ヵ
ッ
タ
ル
で
あ
る
Q

　
　
雲
図
。
げ
。
回
○
σ
q
団
8
β
き
叶
暮
雲
一
H
け
冨
8
簿
9
智
信
㊤
乙
。
拳
0
9
貌
切
o
h
℃
プ
団
・
・
8
亀
ω
9
0
g
ρ
ド
琶
。
。
・
ω
蹄
目
。
ω
3
0
昌
p

　
8
二
＆
蝕
。
β
o
h
の
羅
需
ユ
随
ま
馨
p
＆
昌
お
p
も
。
ξ
2
日
」
。
藷
p
み
。
℃
貯
臨
蔚
α
搾
8
け
凶
2
8
巳
集
げ
ω
旨
昌
昌
げ
図
碧
℃
ぐ
貯
σ
q

　
9
ω
巴
8
・
門
・
器
馨
紘
8
む
・
ジ
ρ
巳
ヨ
。
飢
雪
§
・
Φ
暮
。
。
9
冨
σ
q
賃
μ
§
ぴ
2
。
；
恐
く
葺
’
7
●
：
：
．
…
…
け
…
旨
銭
く
剛
｝
勢
∫

　
9
ω
餐
β
譲
〇
三
ロ
h
剛
巳
二
同
Φ
マ
8
ω
寵
葺
興
。
巴
養
”
§
P
聴
目
ぎ
℃
9
篇
・
2
団
旨
旨
σ
q
9
巳
δ
貯
尊
話
㈹
“
ヨ
0
9
0
噛
目
鵠

　
　
　
　
精
淋
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
三
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哲
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研
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」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

　
9
・
窪
臼
6
舞
δ
β
o
h
舞
。
。
Φ
霧
0
（
〔
十
四
〕
三
七
三
頁
。

　
カ
ッ
グ
ル
は
こ
の
測
定
の
結
果
よ
り
精
帥
的
過
程
の
恒
常
性
、
相
互
關
係
、
墾
異
（
昏
Φ
。
9
糞
磐
受

o
h
曇
。
旨
巴
嘆
0
8
ω
器
9
夢
Φ
露
盤
¢
民
心
窪
号
9
ρ
巴
μ
像
穿
。
騨
く
。
書
け
団
8
）
を
確
定
せ
ん
ご
企
解
し
て
居
る
が
（
〔
＋

四
〕
三
七
三
頁
）
、
民
の
云
ふ
翁
面
過
程
は
内
観
に
現
は
る
、
精
神
過
程
で
は
な
く
し
て
、
精
紳
能
力
で
あ

る
。
氏
は
筥
。
簿
巴
℃
δ
o
o
ω
ω
o
。
。
ご
い
ふ
語
を
使
用
せ
る
も
、
こ
は
ゴ
ル
ト
ン
の
ヨ
。
暮
露
鉾
9
強
凶
。
ω
或
は
ウ
ェ

」
べ
川
の
．
し
。
。
。
目
。
罫
養
浄
又
は
く
。
§
α
σ
q
臼
μ
余
の
い
ふ
出
身
力
ご
同
一
の
内
容
を
指
示
し
て
居
る
Q

　
ウ
ェ
ー
ベ
ル
及
び
ゴ
ル
ト
ソ
の
各
濁
立
に
開
拓
し
淀
る
こ
の
特
殊
精
紳
能
力
の
測
定
は
、
其
後

一
方
に
於
て
は
一
種
の
正
確
科
學
の
建
設
の
興
味
に
動
か
さ
れ
、
他
方
に
於
て
は
直
立
的
興
味
か

ら
心
理
學
者
の
一
大
集
團
が
、
こ
の
領
域
に
於
て
各
特
有
の
研
究
を
試
み
、
所
謂
今
日
の
ヨ
。
暮
鉱
叶
。
ω
け
。
。

の
一
大
登
見
を
見
る
に
至
っ
た
。
さ
れ
ば
同
じ
く
精
淋
検
査
の
研
究
に
嘉
事
せ
る
も
の
に
あ
り

て
も
、
其
中
心
的
興
味
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
け
れ
ざ
も
何
れ
も
副
帥
力
を
豫
聴
し
、
之
を

外
部
よ
り
客
槻
弓
に
規
定
せ
ん
ご
欲
す
る
黙
に
於
て
同
一
で
あ
る
。

　
ゴ
ル
ト
ン
の
聯
想
時
間
の
測
定
（
〔
七
〕
一
入
入
頁
）
ご
相
封
繁
し
、
精
血
の
客
槻
的
時
間
の
測
定
は
ベ
ッ
‘

セ
ル
、
ド
ン
デ
川
ス
、
エ
ッ
キ
ス
子
ル
、
ヅ
ン
■
ト
等
に
よ
っ
て
、
一
八
五
〇
年
來
開
始
せ
ら
れ
、
就
中
1
3
ン

デ
ル
ス
は
精
紳
の
客
槻
的
時
間
の
測
定
に
於
て
、
精
紳
現
象
の
正
確
な
る
研
究
の
可
能
を
信
じ
（
〔
＋
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入
〕
）
数
種
の
精
解
の
時
閥
を
測
定
し
且
つ
之
に
よ
っ
て
大
麟
の
生
理
作
用
の
研
究
に
利
用
せ
ん
ご

試
み
π
。
績
い
て
エ
。
ク
ス
子
ル
の
測
定
現
れ
て
一
暦
研
究
の
興
味
を
喚
起
し
、
途
に
ヅ
ン
ト
は

こ
の
惑
者
の
測
定
法
を
完
成
し
て
所
謂
反
慮
法
を
確
立
し
、
（
〔
＋
九
〕
二
五
⊥
一
三
頁
）
之
を
以
て
實
験
心
理

學
の
重
な
る
一
方
法
ご
な
し
、
少
飛
の
縁
者
に
其
測
定
を
奨
画
し
た
、
ヅ
ン
ト
の
企
圖
は
、
こ
の
結

果
に
基
き
て
科
學
的
心
理
學
の
建
設
を
欲
し
た
の
で
あ
っ
だ
が
、
然
し
其
の
企
圖
は
全
然
失
敗
に

飼
っ
た
。
け
れ
，
ぜ
も
，
之
に
よ
っ
て
各
種
の
精
管
活
動
の
客
思
的
時
間
が
詳
細
に
確
定
せ
ら
れ
、
精

棘
力
の
時
間
的
關
係
が
初
め
て
明
か
ご
な
っ
た
G
後
年
に
至
り
ヅ
ン
ト
も
こ
の
精
瀞
現
象
の
時

間
的
測
定
の
心
理
量
的
便
通
を
否
定
し
て
、
斜
σ
・
。
○
ピ
ニ
〈
。
ぎ
2
＜
『
窪
梓
げ
冨
『
窪
ご
断
じ
、
忠
興
が
時
間
を

測
定
す
る
の
み
な
ら
ば
、
そ
は
軍
に
時
間
ε
勢
力
ε
の
町
費
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
（
〔
二
＋
U
一
四
買
）
ご

論
断
す
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
論
定
は
純
輝
心
理
學
的
見
地
か
ら
見
る
な
ら
ば
眞
に
至
當
の
断
定

で
あ
る
。
何
こ
な
れ
ば
精
紳
の
客
観
的
時
聞
が
内
槻
現
象
に
交
渉
す
る
瓢
は
り
極
め
て
薄
弱
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
若
し
純
粋
心
理
學
的
見
地
を
離
れ
精
管
力
叉
は
精
神
能
力
の
程
度
、

叉
は
能
拳
を
機
能
的
に
知
ら
ん
ε
欲
す
る
な
ら
ば
、
精
帥
の
客
観
的
時
間
は
極
め
て
重
要
な
る
一

資
料
で
あ
る
。
精
紳
の
能
率
は
一
は
精
帥
活
動
の
質
に
基
く
も
、
同
質
的
な
る
も
の
に
於
て
は
、
旧

恩
峯
は
時
間
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
こ
ご
は
、
物
理
的
二
二
ご
全
く
同
一
で
あ
る
。
さ
れ
ば
精

　
　
　
　
精
榊
力
學
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
五
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轡
H
學
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究
　
　
伯
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七
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七
山
ハ

瀞
力
の
研
究
に
於
て
は
、
精
瀞
の
時
間
的
確
定
ば
極
め
て
重
要
な
る
妊
務
に
し
て
、
二
っ
て
こ
の
方

面
の
資
料
は
、
精
紳
力
學
の
重
要
な
る
要
素
を
構
成
す
る
の
五
あ
る
。
純
粋
心
理
學
か
ら
破
門
せ

ら
れ
た
る
反
癒
方
法
並
に
其
結
果
は
、
精
瀞
獣
偏
に
認
識
せ
ち
れ
て
、
初
め
て
其
其
便
を
登
揮
し
得

る
に
至
る
の
で
あ
る
。
之
を
以
て
現
代
に
於
け
る
各
種
の
精
帥
槍
査
法
中
に
、
客
槻
的
時
間
測
定

の
要
素
を
直
接
又
は
間
接
に
含
蓄
し
な
い
も
の
は
殆
ご
無
い
。
本
來
こ
の
精
紳
の
客
槻
葡
時
間

の
測
定
は
、
ベ
ッ
‘
酒
面
ド
ン
デ
ル
ス
、
ゴ
ル
ト
ン
等
に
於
て
は
、
精
紳
力
測
定
の
一
手
段
ご
し
て
工
夫

せ
ら
れ
た
も
の
．
で
あ
っ
た
が
、
ヴ
ン
ト
が
無
批
判
に
無
計
書
に
（
自
ら
か
く
告
署
し
て
居
る
）
純
粋
心

理
學
の
研
究
に
一
時
半
を
誤
用
し
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
ヅ
ン
ト
の
登
達
せ
し
め
た
る
反
癒
方

法
は
、
純
粋
心
理
學
の
領
域
を
脱
し
精
学
力
學
の
主
要
方
法
ご
認
め
ら
る
、
こ
ご
に
於
て
、
其
最
初

の
本
賛
に
復
蹄
し
た
も
の
ご
云
ひ
得
る
。

幽ノ、

　
客
史
的
方
法
に
基
く
精
粘
力
學
的
研
究
は
、
一
方
に
穿
て
は
特
殊
精
華
能
力
の
測
定
よ
り
螢
生

登
思
し
來
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
向
よ
り
包
丁
に
其
起
源
遽
く
、
且
つ
一
般
聖
心
の
實
際
的

興
昧
ご
更
に
深
く
關
聯
せ
る
は
一
般
年
男
能
力
の
程
度
の
確
定
よ
り
の
螢
蓮
で
あ
る
。
精
紳
力
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凶
器
研
究
の
圭
潮
は
、
こ
の
一
般
精
紳
能
力
の
確
定
を
中
心
興
昧
ε
し
て
螢
雨
覆
証
し
、
こ
の
興
昧

に
促
さ
れ
て
、
特
殊
精
紳
能
力
の
測
定
が
前
者
の
馬
歯
を
喚
処
し
た
る
の
趣
が
あ
る
。
特
殊
精
紳

能
力
の
測
定
は
そ
れ
自
身
勿
論
一
定
の
興
味
が
あ
る
が
、
幽
し
こ
の
特
殊
詩
法
能
力
が
、
一
般
精
淋

能
力
の
指
数
た
る
か
、
或
は
指
数
た
り
得
る
が
如
く
言
忌
ら
れ
た
る
時
に
於
て
、
特
殊
能
力
の
測
定

が
一
段
の
活
氣
を
加
へ
て
居
る
。
今
私
は
一
般
精
神
能
力
測
定
の
歴
史
的
磯
展
を
略
述
し
て
、
精

紳
力
學
的
研
究
の
主
要
進
路
を
定
め
て
見
る
。

　
一
般
著
聞
能
力
を
測
定
せ
ん
ご
す
る
の
理
念
は
、
バ
ラ
ー
ド
の
云
ふ
如
く
、
〔
入
〕
二
頁
）
人
間
種
族
の

存
在
ご
同
時
に
あ
っ
た
に
相
蓮
な
い
。
人
聞
が
人
間
に
よ
っ
て
何
事
か
を
爲
さ
ん
ε
す
る
に
當

っ
て
は
、
必
ず
や
入
間
の
「
般
精
紳
能
力
に
幽
す
る
知
識
を
豫
想
す
る
。
從
っ
て
こ
の
知
識
を
得

ん
が
た
め
に
、
何
等
か
の
形
式
に
於
て
ヨ
。
暮
巳
叶
。
ω
紳
。
。
叉
は
葺
。
田
σ
q
。
二
8
け
窪
房
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。

既
に
四
千
年
の
昔
に
於
て
支
那
は
官
吏
登
用
の
た
め
の
競
孚
試
験
を
施
し
、
又
學
稜
の
成
立
ご
共

に
龍
馬
試
験
な
る
も
の
が
現
出
し
た
。
心
墨
の
試
験
は
、
圭
ε
し
て
其
精
紳
力
を
讃
す
る
よ
り
も
、

寧
ろ
一
層
多
く
學
識
を
槍
し
、
精
血
力
の
段
階
を
附
す
る
よ
り
も
及
落
の
決
定
に
利
用
せ
ら
る
、

こ
芯
が
多
か
っ
た
。
　
け
れ
こ
も
之
等
の
試
験
は
又
唄
方
に
於
て
精
紳
ガ
の
測
定
も
含
ま
れ
て
居

る
。　

　
　
　
精
榊
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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然
る
に
人
間
知
識
の
進
歩
に
俘
ひ
精
紳
力
の
段
階
を
決
定
せ
ん
ご
の
科
學
的
努
力
が
漸
く
登

動
し
．
始
め
、
生
理
的
，
精
紳
物
理
的
研
究
の
二
期
を
経
過
し
て
、
途
に
今
日
の
旧
般
知
能
測
定
法
を
有

す
る
に
至
つ
π
。
こ
の
生
理
的
、
精
神
物
理
的
研
究
の
時
代
は
一
般
精
瀞
力
ご
密
接
の
關
係
あ
る

他
の
特
徴
を
測
定
し
て
一
般
精
紳
力
の
間
接
的
測
定
を
試
み
ん
ご
欲
し
た
る
時
代
で
あ
る
。

　
精
憩
は
大
騒
ご
密
接
な
る
關
係
を
保
ち
、
大
鷹
は
頭
骨
ご
亦
密
接
な
る
烏
鷺
が
あ
る
か
ら
頭
骨

の
特
微
か
ら
精
帥
力
を
推
定
せ
ん
ご
の
企
圖
が
起
つ
た
。
　
こ
れ
第
一
期
の
測
定
で
あ
っ
て
、
骨
相

學
の
父
と
呼
ば
る
、
ガ
ル
の
思
想
は
師
ち
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
ス
プ
ル
ッ
ハ
イ
ム
其
他

の
學
者
に
よ
っ
て
喜
節
せ
ら
れ
、
一
時
一
般
の
信
・
仰
を
得
る
に
至
り
、
又
青
れ
が
π
め
に
頭
骨
の
科

學
蘭
測
定
が
、
極
め
て
詳
細
に
途
直
せ
ら
る
、
に
二
つ
だ
Q
け
れ
こ
も
頭
骨
の
形
朕
は
掌
大
さ
よ

り
一
般
精
帥
力
を
推
定
す
る
事
の
確
實
な
ら
ざ
る
こ
と
は
、
一
九
〇
六
年
カ
ー
ル
、
ビ
ヤ
ソ
ン
の
詳

細
正
確
な
る
研
究
に
よ
っ
て
最
後
の
結
論
に
達
し
た
○
叢
に
於
て
盛
。
ω
ざ
｝
＝
ω
露
○
蓉
9
…
＆
9
什
剛
o
p

O
h
夢
①
ヨ
。
纂
鋤
℃
o
芝
臼
ω
な
る
命
題
は
放
棄
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
ア
ラ
ス
ト
ー
ト

ル
を
其
異
土
ご
し
ラ
ブ
ェ
ー
タ
i
氏
等
に
よ
っ
て
登
展
せ
し
め
ら
れ
た
こ
こ
ろ
の
「
顔
面
を
以
て

精
軸
の
指
数
」
と
な
す
面
相
學
も
、
之
ご
同
時
に
同
一
の
運
命
に
隔
b
嘱
顔
面
は
、
精
論
力
を
僅
か
に
暗

示
し
得
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
ご
考
へ
ら
る
に
至
つ
淀
。
又
以
太
利
の
買
ン
プ
ロ
ゾ
ウ
は
牲
格
の
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養
態
を
身
禮
の
特
色
に
求
め
ん
こ
試
み
た
が
、
最
近
分
研
究
は
む
し
ろ
精
沸
又
は
行
動
の
特
色
に

之
を
求
め
、
昇
騰
的
特
色
を
利
用
す
る
は
、
極
め
て
響
町
な
り
こ
せ
ら
る
、
様
に
な
っ
た
。
か
く
の

如
く
に
身
禮
的
特
色
に
準
難
し
て
一
般
精
撃
力
又
は
精
魂
的
特
色
を
推
定
せ
ん
ご
す
る
多
く
の

企
圖
は
、
何
れ
も
失
敗
に
絡
た
け
れ
ざ
も
、
か
く
の
如
く
に
多
く
の
企
圖
の
多
方
面
に
螢
動
せ
る
は
、

い
か
に
人
類
の
興
味
豊
が
一
般
精
紳
力
の
測
定
に
深
く
關
興
し
居
る
か
を
察
す
る
に
鯨
り
あ
る
。

　
身
膿
的
特
色
を
測
定
し
て
精
黒
子
を
推
定
せ
ん
ビ
す
る
企
圖
に
失
望
し
た
る
人
心
は
更
に
第

二
期
に
進
み
、
精
帥
物
理
的
特
徴
を
測
定
し
て
一
般
精
測
力
を
推
定
せ
ん
こ
の
希
望
を
抱
く
に
至

っ
た
。
身
膿
が
働
く
時
は
多
く
は
精
齢
、
少
く
も
意
志
が
共
働
的
に
、
働
く
。
　
こ
の
見
地
か
ら
筋
肉

力
の
強
度
、
蓮
度
、
正
確
度
の
測
定
が
心
理
學
、
生
理
學
の
各
實
駿
場
で
準
行
せ
ら
る
〉
に
至
っ
た
。

号
薄
物
。
已
。
僅
¢
♪
¢
お
。
σ
q
『
ρ
℃
F
霞
℃
℃
貯
σ
q
｝
器
櫛
9
剛
。
一
屡
巷
霧
雪
屋
の
諸
器
械
は
こ
の
時
期
に
構
成
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
下
等
の
研
究
も
亦
途
に
一
般
精
瀞
力
の
推
定
に
は
成
功
し
得
な
か
っ
た
が
、
精
紳

物
理
力
の
測
定
並
に
練
習
、
疲
勢
，
特
殊
の
職
業
的
指
導
等
に
謝
す
る
有
功
な
る
成
績
を
翠
げ
る
こ

ご
が
で
き
、
精
白
力
測
定
の
實
際
的
償
値
を
漸
次
に
禮
得
せ
し
む
る
に
至
り
、
一
般
精
紳
力
測
定
の

氣
蓮
を
一
暦
強
盛
に
し
た
。

　
身
膿
的
特
徴
よ
り
一
般
精
瀞
力
を
推
定
せ
ん
ご
す
る
企
に
失
敗
し
た
る
學
界
は
、
精
紳
物
理
的

　
　
　
　
精
淋
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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入
0

能
力
を
測
定
し
て
本
來
の
希
望
を
達
せ
ん
ご
試
み
た
が
、
こ
の
方
向
に
於
て
も
途
に
其
目
的
の
蓬

し
難
き
を
見
る
や
、
學
者
の
努
力
は
更
に
轄
じ
て
、
特
殊
精
紳
能
力
を
測
定
し
て
一
般
精
榊
能
力
を

推
窺
せ
ん
ご
感
激
す
る
に
至
っ
た
。
慮
れ
一
般
精
紳
力
測
定
の
第
三
期
の
初
頭
に
現
は
れ
た
運

動
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
る
ウ
ェ
ー
ベ
ル
、
フ
ェ
ヒ
予
ル
、
ゴ
ル
ト
ン
、
カ
ッ
ラ
ル
等
の
研
究
に
刺
戟

せ
ら
れ
て
其
後
に
登
現
し
た
る
戚
官
知
己
及
び
辮
刷
の
カ
の
測
定
は
、
幾
多
の
動
機
に
よ
っ
て
爲

さ
れ
た
の
で
あ
る
け
れ
ざ
、
一
方
に
於
て
は
が
、
る
測
定
が
一
般
精
沸
能
力
推
定
の
資
料
こ
な
り
、

少
く
も
一
般
詩
論
力
ご
多
少
の
關
係
存
立
す
べ
し
ご
の
豫
想
の
下
に
行
は
れ
た
も
の
が
多
か
っ

だ
。
帥
ち
あ
る
時
期
に
於
て
は
鰯
畳
計
に
よ
り
鯛
畳
の
鏡
鏡
を
測
定
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
一
般

宮
巡
の
鏡
敏
の
度
が
測
定
し
得
ら
る
、
も
の
こ
信
じ
て
居
た
こ
ご
も
あ
っ
た
。
け
れ
ざ
も
こ
の

確
信
の
誤
謬
の
見
解
た
る
こ
ご
は
、
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
及
び
ソ
ブ
ァ
i
入
が
野
露
訳
の
燭
畳
力
の

欧
洲
人
に
優
れ
た
る
の
事
實
を
示
し
た
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
論
破
せ
ら
れ
た
。

　
叢
に
於
て
一
般
精
瀞
能
力
を
特
殊
の
一
精
瀞
力
よ
り
推
定
せ
ん
こ
す
る
第
三
の
企
圖
も
其
目

的
を
達
し
能
は
ざ
り
し
を
以
て
、
途
に
各
種
の
特
殊
精
薄
力
の
綜
合
的
結
果
論
に
一
般
精
紳
能
力

を
其
春
に
よ
っ
て
一
般
精
淋
力
を
測
定
せ
ん
ご
企
つ
る
も
の
が
出
つ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
測
定

は
佛
國
に
調
て
は
、
ゼ
子
一
、
英
國
に
於
て
は
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
開
始
せ
ら
れ
た
。
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二
子
一
は
一
八
九
五
年
前
後
よ
り
一
般
知
能
の
測
定
を
企
て
、
一
九
〇
五
年
に
は
一
般
知
能
測

定
の
必
要
を
提
言
し
（
三
十
二
∪
）
、
更
に
民
は
シ
モ
ン
ε
共
に
低
能
兇
の
科
學
的
診
断
法
設
定
の
必
要

を
主
張
し
（
〔
一
手
四
〕
）
、
途
に
一
九
〇
高
年
に
至
っ
て
正
常
児
の
一
般
知
能
槍
査
法
を
案
出
し
、
更
に
一

九
一
一
年
に
之
を
改
正
し
た
。
恥
し
で
こ
の
法
の
主
要
な
る
目
的
は
、
一
般
精
工
の
内
観
的
分
析

的
賢
察
に
あ
ら
す
し
て
、
一
般
二
黒
力
を
客
観
的
に
測
定
し
以
て
、
正
常
兇
ご
低
能
見
ε
を
鑑
別
し
、

敷
育
上
の
利
便
に
供
せ
ん
こ
し
た
の
で
あ
る
。
ビ
子
一
の
こ
の
研
究
は
、
從
來
幾
多
の
學
者
の
試

行
失
敗
に
絡
り
た
る
問
題
に
幾
分
の
光
明
を
輿
へ
て
、
こ
の
方
面
の
研
究
の
成
功
に
饗
す
る
希
望

を
附
暫
し
た
る
を
以
て
、
各
國
の
學
者
は
ゼ
子
一
の
信
管
法
を
實
験
し
、
訂
正
し
堰
補
し
、
途
に
今
爲

の
一
般
知
能
槍
査
法
の
登
逮
隆
盛
を
見
る
に
至
っ
た
。

　
其
他
バ
ー
ト
の
推
理
瞼
査
も
葺
ぴ
。
導
ρ
苧
δ
舞
昌
昌
Φ
一
戸
£
①
臨
。
闘
窪
。
図
を
測
定
せ
ん
ご
企
て
た
る
（
〔
二
＋

四
〕
）
、
一
種
の
客
槻
的
方
法
で
あ
る
。

　
省
其
他
に
現
代
の
客
観
的
力
怯
は
動
物
心
理
學
よ
り
爽
違
し
罵
り
た
る
も
の
が
理
る
。
動
物

心
理
學
は
其
性
質
上
到
底
内
槻
法
を
適
用
す
る
こ
ε
が
で
き
な
い
か
ら
、
何
れ
も
純
客
観
的
方
法

を
用
ひ
て
種
々
の
動
物
の
本
能
力
叉
は
生
得
力
（
厳
ω
ぼ
g
鉱
く
o
o
『
塁
ぼ
く
。
℃
o
を
①
諺
）
を
測
定
し
或
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

般
．
知
能
を
推
定
せ
ん
が
た
め
に
・
・
鑑
芽
8
簿
諺
を
測
定
し
た
。
こ
の
動
物
心
理
學
に
利
用
せ
ら

　
　
　
　
精
淋
力
皐
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
一

、
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暫
學
研
究
第
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二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
こ

れ
た
る
℃
二
N
臥
？
げ
。
握
又
は
ヨ
器
。
の
の
如
き
實
験
的
器
具
は
、
人
類
の
一
般
知
能
を
推
定
せ
ん
が
た
め
に

利
用
せ
ら
る
、
に
至
っ
て
居
る
。

七

　
余
は
現
代
心
理
學
の
客
擬
的
方
法
が
、
如
何
な
る
動
機
に
よ
り
如
何
な
る
源
泉
よ
り
登
生
登
展

し
摩
り
た
る
か
を
概
略
記
述
し
た
。
帥
ち
ウ
ェ
ー
ベ
ル
、
フ
ェ
ヒ
子
贋
ヅ
ン
ト
、
ゴ
ル
ト
ン
等
の
登

達
せ
し
め
た
る
刺
戟
法
も
、
べ
。
嘉
賓
ド
ン
デ
ル
ス
、
エ
。
ク
ス
子
ル
、
ヴ
ン
ト
等
の
完
成
し
た
る
反

慮
法
も
、
ゴ
ル
ト
ン
、
カ
ッ
グ
ル
に
よ
っ
て
工
夫
せ
ら
れ
た
る
精
帥
・
槍
査
も
、
ビ
子
一
、
バ
ー
ト
に
よ
っ

て
創
案
せ
ら
れ
た
る
一
般
知
能
槍
査
法
も
、
動
物
心
理
學
的
方
法
も
、
統
計
的
方
法
も
、
皆
等
し
く
一

様
に
債
値
的
見
地
に
於
て
精
戦
力
を
豫
叙
し
、
外
部
よ
り
之
が
量
的
測
定
を
試
み
、
實
用
に
利
用
せ

ん
と
し
、
或
は
正
確
科
學
の
建
設
に
資
せ
ん
ビ
企
圖
し
た
る
黙
に
於
て
互
に
相
一
致
し
て
居
る
。

　
…
然
ら
ば
か
く
の
如
き
客
坊
的
方
法
よ
り
得
た
る
知
識
は
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
ら
う
か
Q

上
來
蓮
べ
來
り
た
る
如
く
、
客
亭
的
方
法
は
外
部
よ
り
見
た
る
精
棘
力
の
科
學
的
測
定
を
以
て
其

主
要
任
務
ε
な
す
。
之
・
を
以
て
客
麗
麗
方
法
は
内
観
的
掘
察
を
高
潮
し
な
い
。
中
に
は
全
く
之

を
排
除
せ
ん
ご
欲
す
る
も
の
す
ら
あ
る
。
從
っ
て
客
槻
的
方
法
に
よ
る
研
究
は
、
意
識
の
内
容
又
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ば
作
用
の
内
観
的
性
質
を
直
接
に
購
明
す
る
こ
ご
は
絶
醤
に
不
可
能
で
あ
る
。
さ
れ
ば
客
親
的

方
法
に
よ
っ
て
得
た
る
知
識
は
、
内
観
心
理
學
、
或
は
ス
タ
イ
ル
の
所
謂
著
者
の
心
理
學
（
島
。
娼
超
∩
げ
？

ざ
σ
q
δ
籍
ω
》
客
。
騰
・
。
）
（
〔
二
十
五
〕
二
頁
）
ピ
は
全
然
別
種
の
も
の
で
め
る
。
著
者
の
心
理
學
は
著
者
の
意
識

に
入
）
來
つ
た
も
の
、
換
言
せ
ば
著
渚
の
意
識
し
た
も
の
、
み
を
其
屋
象
と
す
る
。
從
っ
て
外
部

よ
り
客
観
的
に
他
入
が
こ
の
領
域
に
研
究
を
進
む
る
こ
ご
が
で
き
な
い
。
從
っ
て
こ
の
領
域
は

客
概
的
方
法
の
干
渉
し
能
は
ざ
る
撰
で
あ
る
。

　
客
槻
的
方
法
は
意
識
の
内
容
又
は
作
用
の
内
槻
的
規
定
よ
り
も
、
寧
ろ
客
観
的
精
帥
成
績
；
濠
亭

け
巴
℃
巽
♂
吐
ヨ
舞
8
）
或
は
精
軍
馬
峯
（
8
0
韓
巴
。
融
。
ご
ざ
団
）
の
量
的
決
定
を
重
要
の
任
務
ご
す
る
。
從
っ

て
こ
の
方
法
の
適
用
に
よ
っ
て
得
ら
る
、
知
識
は
、
客
観
的
精
淋
成
績
に
幽
す
る
詳
細
な
る
記
述

及
び
説
明
に
宿
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
之
に
よ
っ
て
、
他
入
の
意
識
獣
態
を
直
接
又
は
間
接
に

解
嘉
す
る
こ
ご
も
で
き
な
い
。
從
っ
て
舞
楽
的
方
法
は
、
こ
の
方
法
の
み
に
て
は
、
解
繹
心
理
學
或

は
一
般
心
理
學
の
資
料
た
る
こ
ご
も
困
難
で
あ
る
。
客
亭
的
精
紳
成
績
は
常
に
必
ず
生
理
作
用

ご
結
合
す
る
を
以
て
、
生
理
學
的
研
究
に
類
す
る
が
如
き
も
、
精
…
帥
的
要
素
の
添
加
せ
る
を
．
以
て
、
之

を
生
理
學
ご
見
る
こ
ε
も
で
き
な
い
。
恩
師
松
本
博
士
は
眼
球
の
動
作
、
指
手
腕
の
動
作
、
動
作
の

練
習
、
血
痕
心
止
の
動
作
等
を
概
括
し
て
精
帥
的
動
作
ビ
名
け
、
こ
の
精
淋
的
動
作
の
形
相
並
に
其

　
　
　
　
肪
　
淋
　
力
　
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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法
期
を
研
究
す
る
新
學
問
を
添
書
動
作
學
（
一
、
聲
魯
？
9
6
ヨ
蝕
8
）
ご
名
け
、
こ
の
科
學
は
生
理
學
本
領

或
は
心
理
學
本
領
に
も
属
せ
濾
も
の
ご
せ
ら
れ
て
る
る
〔
ニ
ナ
六
）
五
⊥
6
頁
）
o
こ
の
精
血
的
動
作
學

は
客
観
的
方
法
の
産
出
し
來
つ
た
一
つ
の
顯
著
な
る
方
面
で
あ
る
。
　
さ
れ
こ
も
現
代
に
於
け
る

客
観
的
方
法
は
、
猫
）
之
等
の
青
身
的
動
作
の
範
園
に
止
ま
ら
す
、
戚
贅
、
知
畳
、
注
意
、
統
畳
、
記
憶
、
聯
想
，

．
暗
示
、
想
像
、
心
見
等
の
諸
々
の
精
瀞
成
績
よ
う
、
言
書
、
計
鋒
、
絡
書
、
幽
玄
等
の
各
種
の
學
校
成
績
、
並
に

冠
會
各
般
の
日
常
作
業
に
至
る
ま
で
皆
之
を
客
槻
的
に
計
量
し
得
る
に
至
っ
て
居
る
。
而
し
て

之
等
諸
成
績
の
計
量
に
営
っ
て
は
、
其
成
績
の
主
原
因
を
精
淋
力
に
求
め
．
其
精
磁
力
を
研
究
の
最

後
の
醤
象
、
或
は
必
然
的
勲
爵
こ
し
て
居
る
。
夫
故
に
從
來
の
客
槻
的
方
法
の
目
標
ε
す
る
所
は
、

精
紳
力
の
表
現
の
時
間
的
、
尋
問
的
、
質
的
面
心
の
幽
明
に
あ
る
ご
云
っ
て
大
過
な
い
か
ご
考
へ
る
。

客
槻
的
方
法
の
主
要
な
る
旨
標
を
か
く
の
如
く
に
決
定
す
る
ご
、
こ
の
目
標
の
主
膣
た
る
べ
き
科

學
は
、
精
紳
力
を
最
後
の
饗
象
こ
し
又
は
、
精
紳
力
を
唯
一
の
豫
件
こ
す
る
瓢
に
於
て
、
余
は
之
を
精

神
力
學
（
ヨ
。
簿
巳
身
塁
鼠
8
0
鴨
も
・
。
団
9
0
身
奉
口
口
8
）
ご
名
け
ん
ご
欲
す
る
の
で
め
る
○
こ
の
科
學
は
純

粋
の
心
理
學
に
も
あ
ら
す
、
叉
生
理
學
で
も
な
く
、
叉
輩
な
る
行
動
學
で
も
な
い
。
　
一
種
の
新
科
學

で
あ
る
。
而
し
て
其
本
質
の
可
溶
未
だ
明
ら
か
に
な
さ
れ
ざ
り
し
ご
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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さ
れ
ば
精
磁
力
學
は
精
管
的
成
績
を
外
部
よ
り
槻
察
し
て
、
其
活
動
の
源
泉
を
嘉
定
的
な
る
一

種
の
精
淋
力
ご
見
温
し
、
こ
の
精
淋
毒
の
客
槻
的
表
現
を
時
間
的
、
客
間
的
特
徴
よ
り
客
観
的
に
規

定
し
て
其
表
現
の
性
質
、
強
度
、
連
績
等
を
詳
細
に
記
蓮
し
、
其
問
に
有
す
る
法
則
を
構
成
せ
ん
こ
す

る
の
浮
言
で
あ
る
Q
而
し
て
砦
し
か
く
の
如
き
新
科
學
が
構
成
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
客
観
的
方
法

に
よ
る
篤
志
及
び
將
來
の
諸
結
果
を
一
個
の
組
織
膿
に
講
成
し
得
ら
れ
る
σ
か
、
る
意
味
の
精

応
力
學
は
、
精
紳
生
活
其
者
に
深
き
愛
着
を
有
す
る
に
あ
ら
す
し
て
、
精
帥
力
が
生
理
作
用
ご
共
働

し
て
具
髄
的
償
値
斎
忌
に
關
係
せ
る
瓢
に
興
味
を
抱
き
、
血
痂
の
償
値
實
現
力
の
客
槻
的
制
約
を

主
昌
的
こ
す
る
。
　
こ
の
科
學
は
先
づ
其
基
本
概
念
こ
し
て
、
精
紳
力
を
豫
課
し
、
更
に
個
々
の
研
究

に
於
て
各
種
の
精
融
力
の
性
質
を
定
む
る
に
古
り
て
は
、
解
羅
心
理
學
を
必
要
こ
し
從
っ
て
又
内

観
心
理
學
ご
間
接
に
關
議
す
み
か
ら
、
こ
の
三
富
に
於
て
、
心
理
學
ご
關
録
す
る
も
、
内
需
に
現
は
る

、
精
淋
生
活
ご
交
渉
す
る
こ
ご
極
め
て
少
き
を
以
て
、
本
來
の
心
理
學
ご
は
、
全
然
其
趣
き
を
異
に

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
言
は
諺
。
暮
鉱
建
。
鼻
ざ
巨
。
一
ρ
建
＄
窟
。
び
、
叉
は
ヨ
。
暮
鋤
℃
9
く
興
ご
闇
係
せ
る

黙
に
於
て
、
廣
義
の
心
理
學
に
包
婿
せ
し
む
る
こ
ご
も
で
き
や
う
が
、
し
か
し
其
封
象
及
び
研
究
方

　
　
　
　
精
聯
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
八
五
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八
山
ハ

法
が
内
観
心
理
叢
雲
は
解
騨
心
理
學
ご
著
し
く
異
り
、
却
っ
て
其
封
土
の
性
質
及
び
研
究
方
法
が

白
H
臨
然
科
二
見
・
の
力
學
に
類
　
す
る
か
ら
、
假
に
精
磁
力
學
な
る
名
総
・
を
與
へ
て
見
た
Q

　
こ
の
精
帥
力
學
的
研
究
は
現
在
に
於
て
は
、
斯
學
の
理
論
的
興
味
よ
り
も
寧
ろ
癒
用
的
興
味
（
精

管
診
断
學
的
野
に
能
率
的
興
味
に
）
動
か
さ
れ
て
居
る
傾
向
が
著
し
い
。
師
ち
こ
の
方
面
の
研
究

の
直
接
の
目
的
は
、
精
配
力
學
の
新
な
る
事
實
、
或
は
原
理
を
求
め
ん
こ
欲
す
る
よ
り
も
、
人
類
の
特

殊
又
ば
一
般
精
勢
力
の
強
度
、
二
度
、
連
績
度
等
を
測
定
し
、
こ
の
結
果
に
基
き
て
兇
董
の
知
能
を
分

類
し
て
敏
育
の
要
求
に
鷹
じ
、
或
は
就
會
の
要
求
に
慮
じ
て
成
人
の
精
撃
力
を
分
類
し
、
適
材
を
適

所
に
配
置
し
て
、
人
的
活
動
を
有
数
な
ら
し
め
ん
こ
企
附
し
て
居
る
。
今
こ
の
極
め
て
顯
著
な
る

心
墨
を
大
戦
中
に
於
け
る
米
國
心
理
學
者
の
精
願
力
學
的
研
究
に
．
見
る
三
が
で
き
る
。
戦
時
中

米
國
心
理
學
者
は
政
府
の
設
定
し
た
る
機
閣
中
に
於
て
軍
隊
の
有
功
な
る
活
動
の
だ
め
に
　
9
。

℃
δ
℃
2
暮
二
丁
戸
δ
β
o
「
諺
簿
旨
℃
o
キ
巽
を
企
て
（
〔
三
〇
〕
ノ
、
自
頁
）
、
℃
。
。
団
9
0
同
。
σ
q
…
o
巴
8
ω
欝
μ
9
9
に
よ
っ
て
、
（
9
）
叶
。
⊃
三
凶
p

・。

@
σ
q
戦
。
σ
q
卑
ぎ
σ
q
夢
○
鑓
2
ρ
峠
ρ
ξ
闘
9
9
回
も
簿
。
暮
v
（
ぴ
）
8
。
5
毘
②
ヨ
。
p
p
。
8
a
…
お
8
停
①
四
書
。
p
｛
巴
8
腿
9
ざ
（
9
ε

溜
。
，
葺
ぎ
ω
o
♂
。
げ
げ
σ
q
。
○
旨
も
。
登
旨
ヨ
2
8
「
δ
ω
℃
9
乞
甑
。
℃
o
ω
三
9
φ
（
Ω
二
〇
〕
罎
頁
）
の
目
的
を
あ
る
程
度
ま
で

到
堅
し
だ
。
そ
し
て
之
等
の
研
究
は
ヨ
ー
カ
ム
及
び
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
自
ら
明
に
論
定
し
た
如
く

目
げ
。
甥
堵
。
ゴ
。
δ
讐
。
巴
u
。
o
騰
風
o
o
o
乙
。
Q
8
自
営
昏
○
》
＝
ご
団
猟
σ
「
ω
貯
ぱ
就
図
℃
莚
。
鳥
。
巴
　
「
属
望
勺
○
諭
。
ω
・
（
〔
　
○
）
Z
一
且
頁
）
に
ム
工
然
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蓋
置
的
見
地
に
於
て
い
あ
っ
た
。
私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
精
感
力
病
的
研
究
は
今
暫
時
こ
の
實

用
的
興
味
に
よ
っ
て
逡
行
せ
ら
れ
る
こ
ご
、
信
ず
る
Q
又
言
分
か
く
の
如
く
に
進
む
こ
ご
が
、
斯

學
の
婁
達
の
上
に
も
、
好
都
合
で
め
る
。
過
去
の
杜
會
に
於
て
は
、
社
會
活
動
に
於
け
る
穿
n
轟
β
ず

郎
。
話
を
等
閑
貴
し
て
居
た
。
然
る
に
現
代
人
の
意
識
に
於
て
は
、
こ
の
田
毎
8
碧
独
。
8
誘
の
實
用
的

意
義
が
漸
次
に
二
等
に
意
識
せ
ら
る
、
に
至
り
、
途
に
ゴ
ヨ
碧
勘
9
。
誘
或
は
塁
P
℃
薯
2
就
中
特
に

最
重
要
狸
る
ヨ
。
二
巴
℃
9
お
「
の
組
織
的
研
究
が
實
際
的
興
昧
よ
り
肚
會
的
に
要
求
せ
ら
れ
て
居
る
。

さ
れ
ば
こ
の
肚
會
的
要
求
ビ
提
携
し
て
、
研
究
を
進
め
る
こ
ご
が
、
斯
學
建
設
の
素
地
を
築
く
上
に
、

最
も
賢
明
な
滋
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
叢
に
斯
學
内
殻
の
素
地
を
得
た
な
ら
ば
、
次
ぎ
に
純
粋
科

學
ご
し
て
の
研
究
に
進
み
得
る
の
で
あ
る
。
現
代
に
於
け
る
精
血
力
學
的
研
究
は
、
醤
學
の
初
期

が
實
用
的
興
味
に
從
罪
し
た
る
が
如
く
に
、
多
く
の
社
會
的
要
求
に
從
属
し
て
研
究
を
進
め
て
居

る
。　

か
く
の
如
く
二
言
の
現
在
の
傾
向
は
慮
用
的
方
向
に
傾
く
ご
錐
も
、
こ
の
科
學
は
純
粋
科
學
ご
，

し
て
の
理
論
的
興
昧
を
有
し
、
こ
の
興
味
に
基
き
て
一
個
の
濁
急
な
る
純
粋
科
學
構
成
の
可
能
な

る
こ
ご
は
、
先
に
賂
述
し
た
所
で
あ
る
。

　
精
紳
力
學
の
概
念
及
び
其
性
質
を
上
・
の
如
く
に
定
む
る
時
は
、
從
跳
馬
∵
義
の
思
置
心
理
學
的
研

　
　
　
　
精
淋
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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八
入

究
な
る
名
欝
の
下
に
蒐
集
せ
ら
れ
た
る
大
部
の
知
識
、
並
に
精
紳
槍
査
、
一
般
知
能
槍
査
、
精
霊
螢
蓮
．

の
研
究
、
敷
育
測
定
、
能
率
研
究
等
の
名
の
下
に
子
爵
せ
ら
れ
π
る
諸
種
の
知
識
も
、
皆
蓋
一
、
こ
の
精

紳
力
學
に
抱
括
組
織
す
る
こ
ご
が
で
き
る
。
而
し
て
か
、
る
研
究
よ
）
心
理
學
な
る
名
総
を
放

棄
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
純
粋
心
理
學
的
、
又
は
解
二
心
理
學
的
知
識
ご
の
匠
別
自
ら
分
明
ピ
な
b
隔

知
識
の
混
同
、
心
理
學
的
概
念
の
混
濁
を
免
れ
得
る
こ
ご
、
信
ず
る
。
警
急
一
般
に
認
識
論
者
よ

り
自
然
科
學
的
心
理
學
ご
名
け
ら
れ
た
る
『
團
の
知
識
の
大
部
分
は
、
こ
の
精
瀞
力
學
に
吸
牧
せ

ら
れ
、
邪
路
に
陥
り
た
る
も
の
こ
見
倣
さ
れ
た
る
心
理
學
は
、
純
粋
心
理
學
界
よ
り
雛
型
を
滅
し
て
、

新
な
る
琶
界
に
於
て
、
自
己
の
確
乎
た
る
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ン
ト
が
氏
の

論
理
學
の
第
四
版
に
残
し
た
る
絶
筆
に
於
て
，
精
工
生
活
の
事
實
が
自
然
銀
學
的
発
析
ご
圭
槻
的

割
定
の
盲
目
的
適
用
を
受
け
て
、
心
理
學
固
有
の
問
題
そ
の
も
の
が
絶
望
的
な
も
の
に
な
っ
た
こ

（
〔
二
十
九
〕
四
九
頁
）
嘆
じ
て
居
る
が
、
こ
の
銭
¢
ぴ
欝
〔
ぴ
》
婁
壺
戸
〔
ξ
門
訴
二
二
葺
三
戸
Φ
奮
。
冨
鍵
畠
o
p
唐
戸
巴
団
ω
o
は
純

粋
心
理
學
か
ら
見
れ
ば
眞
に
げ
ぎ
号
〉
暑
窪
薄
日
σ
q
で
あ
る
が
、
精
棘
力
學
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
は
實

に
賢
明
に
し
て
思
慮
あ
る
適
用
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
前
に
（
〔
こ
）
純
粋
心
理
學
的
見
地
に

於
て
共
便
値
を
極
小
に
限
定
し
た
る
近
代
心
理
學
の
客
素
的
方
法
は
、
精
帥
力
學
的
見
地
に
於
て

叢
に
新
に
二
五
の
儂
値
を
承
認
せ
ら
れ
存
在
の
基
礎
を
確
定
し
た
課
で
あ
る
。



九

　
　
從
摩
こ
の
精
即
事
學
的
研
究
ご
純
輝
心
理
學
的
研
究
こ
の
匠
別
を
明
野
に
意
識
し
な
か
っ
た

　
が
た
め
に
、
屡
々
顕
界
に
無
用
の
雫
論
を
喚
起
し
、
心
理
學
的
概
念
の
不
明
混
濁
を
導
い
た
。
　
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
へ

　
に
於
て
も
術
多
く
の
學
者
は
こ
の
精
紳
力
（
爲
三
巴
℃
。
蓄
厭
9
。
。
竜
鋤
。
菖
）
の
測
定
に
心
理
學
的
6
ω
ギ

　
鼻
9
。
σ
q
同
。
語
彙
碧
営
碁
ρ
鵬
〔
三
〇
〕
≦
鴬
頁
）
な
る
名
爾
を
附
加
し
て
居
る
。
こ
の
心
理
學
的
な
る
語
を
極
め

　
．
て
廣
義
に
解
し
、
精
紳
力
ご
關
係
す
る
瓢
に
於
て
、
こ
の
形
容
詞
を
用
み
る
な
ら
ば
、
差
支
へ
な
き
が

　
如
き
も
、
若
し
か
く
す
る
時
は
、
純
輝
な
る
心
理
學
的
な
る
も
の
こ
国
別
消
滅
し
、
凝
望
力
學
も
又
心

　
理
學
ε
呼
ば
る
、
に
至
っ
て
、
知
識
並
に
概
念
の
混
同
を
起
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
輝
輝
に
私
は
、

　
新
な
る
科
學
に
新
な
る
名
総
を
輿
へ
て
醤
き
も
の
と
の
峻
別
す
る
の
賢
明
な
る
を
思
ふ
。

　
　
研
究
の
事
象
及
び
研
究
の
方
法
を
異
に
す
る
こ
の
理
科
學
に
、
異
る
名
辮
を
與
へ
ん
ご
し
た
る

　
努
力
は
、
從
來
皆
無
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
新
里
學
よ
り
心
理
粋
な
る
名
鶴
を
奪
は
ん
ビ
試
み
た

　
る
は
、
其
消
極
的
努
力
の
表
現
ビ
見
ら
れ
る
。
又
多
く
の
哲
學
者
は
こ
の
新
科
・
學
に
自
然
科
學
的

　
心
理
學
な
る
名
柵
を
與
へ
だ
が
、
然
し
．
心
理
聖
な
る
名
繕
を
拒
否
は
し
な
か
つ
だ
。
　
ヅ
ン
ト
は

　
H
．
ξ
㏄
圓
。
ざ
σ
q
ζ
冨
℃
受
。
ぎ
δ
σ
q
帯
な
る
名
繕
を
輿
へ
て
．
其
研
究
方
法
の
特
色
を
示
さ
ん
ご
し
た
。
け
れ

鹿　
　
　
　
　
精
紳
力
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
九
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九
〇

こ
も
ヅ
ン
ト
の
こ
の
名
紐
の
下
に
構
成
し
だ
る
．
心
理
學
の
内
容
は
、
純
粋
心
理
學
、
精
紳
力
學
、
生
理

學
こ
の
解
合
禮
で
あ
っ
た
。
余
の
云
ふ
精
興
力
學
ご
殆
ご
同
一
の
内
容
に
、
新
な
る
名
繕
を
輿
へ

た
も
の
に
は
ス
ク
ソ
プ
チ
ュ
ア
ー
の
乞
9
＜
℃
超
畠
。
δ
σ
q
＞
、
（
〔
三
二
〕
）
、
ス
ト
ラ
ッ
ト
シ
の
国
a
十
島
器
箕
巴

評
図
9
9
0
讐
「
三
三
）
）
、
ホ
ヰ
ッ
ナ
ル
の
国
奏
9
ω
。
ご
呂
o
O
h
ヨ
2
山
武
蒙
§
δ
旨
（
〔
二
七
〕
＝
一
頁
）
、
が
あ
り
、
之
ε
は
稽

内
容
を
宣
す
る
も
、
ド
ヅ
ヂ
は
之
に
ω
o
目
窪
8
亀
露
σ
q
冨
け
℃
旨
一
9
覧
o
O
h
O
お
帥
三
舞
笛
9
戸
。
コ
毎
8
9
昂
嵩
諭
又
は

い
。
す
戸
8
0
h
昏
。
8
民
三
。
霧
。
ご
回
§
日
弩
身
℃
Φ
浮
9
ρ
。
○
民
ま
け
碧
匹
君
津
書
出
買
受
の
名
繕
を
興
へ
（
〔
三
こ
二
一
七
頁
）

更
に
日
。
・
琶
8
牙
ξ
に
關
す
る
叶
冨
B
ρ
讐
冨
屋
8
§
9
け
9
を
研
究
す
る
學
を
宣
言
δ
量
曇
冨
圃
8
ご
名

け
て
居
る
。
其
他
夢
。
ω
鼠
窪
8
自
席
9
費
飼
ぴ
各
藩
δ
鴨
叉
は
＝
羅
旨
窪
窪
σ
q
貯
。
鼠
p
⑱
の
名
盤
も
あ
る
。
　
ス

ク
リ
プ
チ
ュ
ア
ー
の
新
心
理
學
の
概
念
に
よ
れ
ば
、
其
立
脚
地
、
其
鋤
象
は
純
粋
心
理
學
ご
全
然
同

一
な
り
ご
論
定
せ
る
に
關
ら
す
ハ
〔
三
＋
二
〕
四
五
三
頁
）
、
其
内
容
は
全
然
精
紳
力
學
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

ス
ド
ラ
ッ
ト
ン
の
實
験
心
理
學
の
内
容
又
写
ご
賂
ぼ
同
】
に
し
て
、
純
粋
心
理
學
的
内
容
を
實
験

的
に
研
∵
究
せ
り
ご
信
じ
な
が
ら
、
其
薄
恥
は
精
握
力
學
的
研
究
其
大
部
を
占
め
て
居
る
。
こ
の
二

つ
の
名
聡
は
、
純
粋
心
理
學
の
甥
象
ご
同
一
な
り
ご
宮
遷
せ
ら
れ
た
る
樹
象
の
實
験
的
研
究
に
與

へ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
異
る
封
象
に
與
へ
ん
こ
し
て
工
夫
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

け
れ
ざ
も
こ
の
仁
者
は
共
に
心
理
學
な
る
名
繕
を
使
用
す
る
が
た
め
に
、
濁
特
の
知
識
の
性
質
を



示
す
こ
ε
が
で
き
な
い
O

　
之
に
比
す
る
ご
、
ホ
ヰ
。
ブ
門
ド
ッ
ヂ
、
の
試
み
た
る
も
の
は
、
彼
等
ご
は
異
る
意
義
を
有
し
、
新
な

る
甥
象
の
科
學
の
名
欝
こ
し
て
創
案
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
ド
。
ヂ
に
於
て
は
、
未
だ

客
選
的
研
究
の
甥
象
の
意
義
漠
然
と
し
て
明
確
な
ら
す
從
っ
て
其
科
學
の
名
総
も
叉
漠
然
た
る

姿
に
於
て
輿
へ
ら
れ
て
居
る
。
就
中
団
昌
。
回
δ
身
奉
唱
8
は
明
確
な
る
意
義
を
有
す
る
も
、
之
は
余
の

精
融
力
學
の
野
薄
ご
は
其
贋
を
異
に
し
、
生
理
學
的
性
質
を
運
び
て
居
る
。
余
の
精
脚
力
學
の
概

念
に
最
も
近
接
せ
る
は
、
ホ
ヰ
ッ
プ
ル
の
思
想
で
あ
る
。
氏
は
余
の
云
ふ
客
槻
的
方
法
の
主
要
な

る
部
分
た
る
ヨ
。
暮
9
＝
Φ
ω
誘
の
目
標
を
、
磐
巴
誘
ρ
旨
。
巨
富
ゆ
磐
匹
§
卑
些
。
ω
斎
言
。
尻
魯
Φ
。
鴎
。
剛
2
。
踏
o
h
宵
弾
ω

磐
自
8
嵩
。
窪
湧
昏
夢
。
甘
黛
く
剛
山
＝
巴
毒
蝋
染
Φ
拷
鋤
言
承
ま
9
で
あ
る
（
〔
二
＋
こ
七
頁
）
ご
な
し
、
こ
の
研
究
の
結
果

は
ヨ
。
暮
銚
笥
葺
＆
9
あ
の
科
學
を
構
成
す
る
ご
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
科
學
の
封
象
の
概
念
が
一
義

的
に
決
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
民
の
云
ふ
ヨ
。
暮
巴
智
副
9
凶
9
回
は
余
の
言
。
暮
巴
℃
9
＜
o
び
ヨ
。
暮
巴
B
窟
。
5
・
導

℃
ω
図
。
窪
ω
o
ゴ
Φ
閃
鑓
凶
σ
q
叶
①
津
ご
異
ハ
る
所
が
な
い
。
夫
故
に
ホ
ヰ
ッ
プ
ル
に
從
ひ
し
o
o
圃
。
μ
o
o
o
h
ヨ
Φ
艮
自
身
蓉
け
一
〇
昌

ご
名
け
て
も
、
差
支
は
な
い
。
け
れ
こ
も
簡
結
な
る
黙
に
於
て
冨
・
暮
巴
薬
嚢
菖
凶
8
或
は
雰
団
9
。
〔
曾
戸
㌣

唐
凶
。
ω
の
優
れ
る
を
思
ふ
の
で
あ
る
（
大
正
十
一
、
二
、
八
日
）
o

3L）5

雲
紳
力
學

九
…
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．
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団
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い
．
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二
五
、
ω
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言
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団
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δ
σ
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剛
℃
一
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六
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文
學
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松
本
亦
太
郎
、
精
…
翻
脚
的
動
作
　
　
大
正
三
年

ニ
レ
㌔
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≦
鳶
凱
℃
℃
げ
℃
O
し
寓
・
ゼ
く
●
H
≦
即
p
蝦
巴
o
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］
≦
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昌
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昌
鳥
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び
図
臨
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巳
8
0
ω
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